
天たかく　元気ひろがる　美しいまち　多可

1
1

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町

番
地

☎

（
3
）

㈹　

℻

（
3
）

 

た
か
1
2
平

天たかく　元気ひろがる　美しいまち　多可

2017 No.146  12月号
広報たか

特集 ・町長就任のごあいさつ
・多可町議会議員紹介

新
生
・
吉
田
町
政
始
動
！



広 報

No.146平成２9年12月１日発行

1212

今月の表紙

純米大吟醸
山田錦発祥の

まち「多可」発
売!!

目次－CONTENTS－

  03　特集•町長就任のごあいさつ
　　　　　•多可町議会議員紹介
  05  町政クローズアップ
        05　平成28年度多可町決算報告
　　　　08　税収確保重点月間
　　　　10  個人住民税の特別徴収
　　　　11  ひょうご保育料軽減制度／農業委員会
　　　　12  杉原紙年賀状コンクール
　　　　13  年末年始業務日　
　　　　14  障害者週間／地域おこし協力隊　

　15　インフォメーション
        15　たかちょうスケッチブック
        16  我が家のアイドル／ぼくと私の作品展
　　　　17   みんなにはなまる
　　　　20　ぼんえるふ
　　　　21　保健師
        22　給食センター
　　　　23  ふれあい／多可赤十字病院
            24  施設だより

　25　くらしの情報館
　　　　25　催し／募集／相談／お知らせ
　　　　33  くらしのカレンダー

　34　キラリ輝く☆多可人

 人　口　　21,394人 （前月比ー17）

 男　性　　10,373人 （前月比ー10）

 女　性　　11,021人 （前月比ー 7）

 世帯数　 　7,565世帯

わたしたちの多可町
平成29年11月 1 日現在
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　20日に行われた当選証書
付与式で、町選挙管理委員
会の有田委員長から当選証
書を受け取る吉田町長です。
　これからの町政に向けて
思いを新たに、真剣な表情
で証書を受け取りました。

変革 
　そして未来への約束
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合
併
後
12
年
、
こ
れ
ま
で
の

戸
田
町
政
は
、
合
併
の
負
の
要

素
を
和
ら
げ
る
目
的
で
大
き
な

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
今
期
4
年
間
は
そ

の
事
業
の
効
果
を
享
受
し
た
上

で
、
合
併
本
来
の
目
的
で
あ
る

「
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
自
治
体
へ

の
転
換
」が
必
要
な
時
節
と
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
厳

し
い
選
挙
戦
を
戦
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

選
挙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将

来
の
多
可
町
の
在
り
方
を
決
め

る
重
要
な
選
挙
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
て
、
政
策
集
会
や
個
人
演

説
会
を
各
地
で
開
催
し
、
政
策

の
み
な
ら
ず
選
択
選
挙
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
選
挙
戦
に
比
べ
て
、

投
票
率
が
低
下
し
た
こ
と
が
残

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
ま
で
理
事

と
し
て
戸
田
町
政
を
支
え
て
き

た
私
に
と
っ
て
の
厳
し
い
ご
意

見
と
承
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

皆
さ
ま
の
声
を
拝
聴
し
な
が
ら
、

誠
実
・
公
正
を
旨
に
町
政
執
行

に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
堅
実
な
行
政
へ
の

　
　

変
革
を
目
指
し
ま
す

　　

堅
実
な
行
政
へ
の
第
一
歩
と

し
て
、
合
併
特
例
債
事
業
を
含

め
大
型
事
業
を
完
成
さ
せ
、
住

民
の
皆
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

第
2
歩
と
し
て
、
行
政
シ
ス

テ
ム
の
効
率
化
で
す
。
上
下
水

道
施
設
や
ご
み
処
理
施
設
な
ど

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
・
整

備
は
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

維
持
管
理
を
考
慮
し
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
民
で
で
き
る
も
の
は

民
へ
」と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
産

業
化
や
商
工
会
の
よ
う
に
専
門

分
野
に
長
け
た
各
種
機
関
と
事

業
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
行
政

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、

行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
3
歩
は
職
員
の

能
力
・
資
質
の
向
上
で
す
。
職

員
と
し
っ
か
り
対
話
し
、
個
々

の
能
力
を
発
揮
さ
せ
ま
す
。

◉
未
来
へ
の
約
束

①
お
年
寄
り
、
子
ど
も
、
人
権

　

を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
約
束

　

し
ま
す
。

②
地
域
産
業
の
育
成
と
雇
用
確
保

•
山
田
錦
や
林
業
を
は
じ
め
と

　

し
た
地
域
に
根
差
し
た
産
業

　

を
育
成
し
ま
す
。

•
積
極
的
な
企
業
誘
致
や
町
内

　

事
業
者
の
事
業
継
承
を
推
進

　

し
ま
す
。

③「
子
育
て
す
る
な
ら
多
可
町
」

　

と
言
わ
れ
る
ま
ち
を
約
束
し

　

ま
す
。

•
近
隣
市
町
に
負
け
な
い
医
療

　

・
保
育
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

•
乳
幼
児
を
持
つ
母
親
を
心
身

　

と
も
に
支
援
す
る「
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
」を
整
備
し
ま
す
。

　

こ
の
4
年
間
は
、
多
可
町
の

将
来
を
決
す
る
重
要
な
変
革
期

に
な
り
ま
す
。

　

民
間
10
年
、
行
政
29
年
の
経

験
を
生
か
し
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
お
気
持
ち
に
沿
っ
た
堅
実
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
・
孫
の
世
代
に「
住
ん
で
よ

か
っ
た
！
」と
言
わ
れ
る
多
可
町

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
住
民

の
皆
さ
ま
の
一
丸
と
な
っ
た
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

しかずだよし

　酒米の最高峰「山田錦」の中でも特に手をかけた米
のみを使用して仕込んだ純米大吟醸の原酒です。華や
かな香りと豊かに膨らむ味わいが特長です。
　みのり農協多可営農経済センター、道の駅山田錦発
祥のまち・多可、道の駅杉原紙の里・多可で購入でき
ます。

　ついに、山田錦発祥のまち「多可」の純米大吟
醸酒ができあがりました。
　多可町は、酒米の王様「山田錦」の母となる「山
田穂」が生まれ育ってきた地であり、「山田錦発
祥のまち」と言われるゆえんとなっています。
　現在、山田錦は兵庫県のみならず全国でも作
られるようになっていますが、多可町産山田錦
をブランド化するためには、消費拡大に加え、
生産地として高品質で安定した数量を供給する
必要があります。
　山田錦発祥のまち「多可」のお酒を造ることで、
多可町と多可町産山田錦を消費者に覚えてもら
い、生産農家の人には高品質なお米作りを若い
世代へとつなげ、山田錦のブランド力をさらに
高め、農業経営の安定へとつなげていきます。
　このお酒を造るにあたり、昭和36年から50余年
の中区坂本集落と村米制度を行い、多可町と深
いつながりのある石川県金沢市の「株式会社福光
屋」で製造してもらいました。ラベルには、県の
伝統工芸品である同町産「杉原紙」を使用し、
題字は、多可町の書家・ごとうみのるさんにお
願いしました。
　年末年始の一杯として。また、贈り物や自分
へのご褒美に。「日本酒で乾杯のまち」を広めま
しょう！
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麹
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％
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【町税の内訳】
種　類　
町民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
都市計画税
合　計　

前年度比　
  218万円
  3，347万円

     1，159万円
   △129万円
    0万円
4，595万円

決算額　
9億1，305万円
9億7，291万円
    7，448万円
    9，419万円
       1万円
20億5，464万円

繰入金・財産収入・寄附金
4 億5,329万円（3.9％）

諸収入
3 億2,659万円（2.8％）
預金利子やその他の収入

使用料および手数料
1億5，015万円（1.3％）
施設の使用料や住民票などの
発行手数料

分担金および負担金
5，731万円（0.5％）
福祉事業や土木事業などに対
する負担金

繰越金
1 億5,126万円（1.3％）
前年度から繰り越されたお金

県支出金
7 億9,399万円（6.7％）
町が行う事業に対する県からの
負担金や補助金

国庫支出金
8 億5，469万円（7.2％）
町が行う事業に対する国からの
負担金や補助金

その他
5 億6，541万円（4.8％）
地方譲与税、地方消費税交付金など

総務費
19億3，713万円
       （16.7％）

民生費
28億4，613万円
　　 （24.5％）

公債費
17億9,814万円
　　  （15.5％）

農林水産業費
10億4，516万円
          （9.0％）

教育費
12億3，905万円
      （10.7％）

衛生費
7 億6，947万円（6.6％）

土木費
8 億4，259万円 （7.3％）

消防費 6 億4,560万円（5.6％）
商工費 1 億8,201万円（1.6％）

諸支出金 　9,085万円（0.8％）

労働費 1 億　128万円（0.9％）

災害復旧費　　20万円（0.0％）

議会費　 　9,802万円（0.8％）

町税
20億5,464万円
　　　（17.4％）

地方交付税
53億  708万円（45.0％）
町の財政状況に応じて
国から交付されたお金

町債
10億7，726万円（9.1％）
事業を行うために借りたお金

自主財源
  27.2％

依存財源
  72.8％

◉自主財源
町税・施設使用料・住民票発行手数料など、
町が自主的に収入することができるお金

◉依存財源
国や県からの補助金など、町が自主的に
収入することができないお金

多
可
町
決
算
報
告

平
成
28
年
度

問合先　
総務課
☎（32）2382

歳　

出
１
１
５
億

９
，５
６
３
万
円

歳　

入
１
１
７
億

９
，１
６
７
万
円

　

平
成
28
年
度
決
算
は
、
一
般

会
計
の
歳
入
で
、
町
税
が
前
年

度
と
比
較
し
て
2
･
3
％
増
額

し
ま
し
た
が
、
地
方
消
費
税
は

11
・
5
％
減
、
地
方
交
付
税
も

2
･
3
％
減
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
総
額
1
1
7
億
9
，1
6
7

万
円（
前
年
度
比
4
･
0
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
平
成
27
年
度
に

八
千
代
区
統
合
小
学
校
整
備
事

業
や
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

な
ど
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

総
額
1
1
5
億
9
，5
6
3
万
円

（
前
年
度
比
3
･
2
％
減
）と
な

り
ま
し
た
。

　

実
質
収
支
は
7
，7
5
0
万
7

3
6
円
で
す
が
、
財
政
調
整
基

金
を
１
億
5
，0
0
0
千
万
円
取

り
崩
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
借
金
に
当
た
る

町
債
残
高（
一
般
会
計
分
）は

1
5
3
億
2
，2
1
4
万
円（
同

3
･
5
％
減
）、
貯
金
に
当
た
る

財
政
調
整
基
金
は
33
億
2
，

1
9
6
万
円（
同
0
･
2
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
9
月
定
例
会
の
会
期

中
、
普
通
交
付
税
未
参
入
や
保

育
料
の
算
定
誤
り
の
報
告
が
あ

り
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で

継
続
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
最
終
10
月
27
日
の

臨
時
議
会
で
、
賛
成
7
人
・
反

対
6
人
に
よ
り
平
成
28
年
度
の

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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写
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、
右
か
ら
五
十
音
順（
敬
称
略
）・（　

）内
は
地
区
名

多
可
町
議
会
議
員
紹
介

門脇敎蔵
(中野間)

市位裕文
(大　屋)

酒井洋子
(鳥　羽)

加門寛治
(市　原)

𠮷田政義
(天　田)

山口邦政
(清　水)

藤本一昭
(柳山寺)

廣畑幸子
(丹　治)

日原茂樹
(中安田)

橋尾哲夫
(中三原)

清水俊博
(安楽田)

笹倉政芳
(奥荒田)

門脇保文
(中野間)

大山由郎
(牧　野)

　

多
可
町
議
会
議
員
選
挙（
定
数
14
人
）が
11
月
14
日
に
告
示
さ
れ
、
現
職
9
人
、

新
人
5
人
が
立
候
補
し
、
無
投
票
で
次
の
と
お
り
新
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
問
合
先　

議
会
事
務
局　

☎（
32
）4
7
7
5

新

新新新

新



合計 537,407 円町民１人当たりに使われたお金

議会費　  4,543円
諸支出金　4,210円
災害復旧費　   9円

土木費　 39,050円
衛生費　 35,662円
消防費　 29,921円
商工費　  8,435円
労働費　  4,694円

民生費　131,906円
公債費　 83,336円
総務費　 89,777円
教育費　 57,425円
農林水産業費　 
         48,439円 ※平成29年 4 月 1 日現在の人口（21,577人）で計算しています。

特別会計と企業会計

特別会計の決算

企業会計の決算（水道事業特別会計）

会　計　名
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
学校給食事業特別会計
診療所事業特別会計
宅地造成事業特別会計
下水道事業特別会計

合　計

 29億6,630万円
2億6,889万円
23億5,681万円
2億  87万円
1億6,143万円

606万円
14億1,984万円
73億8,020万円

28億6,723万円
2億6,044万円
22億7,388万円
1億9,977万円
1億4,195万円

340万円
13億2,330万円
70億6,997万円

6億   812万円
1億3,820万円

4億7,943万円
4億3,878万円

収　支　名
収益的収支
資本的収支

※資本的収支の不足額は、過年度損益勘定留保資金などで対応しました。

歳　入 歳　出

収　入 支　出

　町監査委員は、7 月21
日～ 8 月 3 日の間、平成
28年度一般会計、特別会
計の歳入歳出および基金
運用状況を審査し、決算
審査意見書を 8 月23日に
町長へ提出しました。

　特別会計（ 7 会計）の決
算額は、主に国民健康保
険特別会計（事業勘定）の
増により、前年度比で歳
入が1.5％増、歳出が微
減となりました。

　水道事業特別会計は、
簡易水道事業特別会計を
統合したことにより、収
入は前年度比8.0%増、
支出は10.3%増となりま
した。

特別会計の決算

平成28年度
多可町一般会計・特別
会計決算審査

意見書提出

企業会計の決算

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
分
の

                   

税
収
の
使
い
道

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

り
増
額
と
な
る
税
収
は
社
会
保

障
財
源
交
付
金
と
し
て
交
付
さ

れ
、
社
会
保
障
施
策
な
ど
に
必

要
な
経
費
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
に
お
け
る

町
へ
の
交
付
額
と
そ
の
使
い
道

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
社
会
保
障
財
源
交
付
金

 

1
億
4
，7
8
1
万
７
千
円

【
充
当
先
】

•
社
会
福
祉（
児
童
福
祉
、
障
害

　

福
祉
、
母
子
福
祉
、
高
齢
者

　

福
祉
な
ど
）

　

6
，9
0
5
万
1
千
円

•
社
会
保
険（
国
民
健
康
保
険
、

　

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

　

療
制
度
）6

，4
9
5
万
1
千
円

•
保
健
衛
生（
健
康
増
進
、
疾
病

　

予
防
対
策
、
地
域
医
療
対
策
、

　

母
子
保
健
事
業　

な
ど
）

　
　
　
　

1
，3
8
1
万
5
千
円

合　計
7,334

571

3,322

303

3,138

合　計
7,333

502

3,314

302

3,215

合　計
7,098

437

3,221

301

3,139

合　計
6,962

合　計
6,781合　計

6,451
合　計
6,303

合　計
30,969

合　計
25,324

5,807

9,515

10,002

合　計
26,328

5,860

10,023

10,446

合　計
26,885

5,785

10,227

10,873

合　計
29,899

合　計
30,541

合　計
32,043

■ 平成28年度決算報告

資金不足比率健全化判断比率
（単位：パーセント）（単位：パーセント）

会計名

下水道事業特別会計

水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

指　　標

実質赤字比率

連結実施赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

経営健全化基準

(20.0)

健全化判断比率

不足なし

健全化判断比率

赤字なし

赤字なし

16.5

29.9

早期健全化基準

(13.85)

(18.85)

（25.0）

（350.0）

財政再生基準

(20.0)

(30.0)

(35.0)

̶

27年度

不足なし

27年度

赤字なし

赤字なし

15.3

29.1

28年度28年度
一般会計 特別会計

（町民 1人当たり　1,173,646円） （町民 1人当たり　339,876円）
合計

67億6,217万円  5 億7,133万円
73億3,350万円

一般会計 特別会計

合計

153億2,214万円 100億　160万円
253億2,374万円

0

1,000

 2,000

 3,000

 4,000

 5,000

 6,000

 7,000

 8,000
（単位：百万円）

475

2,8762,809

216
215

470

3,2142,957

2,551

215

521

3,016

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

■一般会計
  （臨時財政対策債）
■一般会計（その他）
■特別会計

H22年度 H23年度 H28年度H27年度H26年度H25年度H24年度H22年度

基金残高の推移地方債残高の推移

（単位：百万円）

4,761

12,936

14,346

H23年度 H28年度H27年度H26年度H25年度H24年度

5,3985,090

11,74911,999

13,39413,880

■財政調整基金
■減債基金
■その他目的基金
■特別会計

5,628

11,278

12,993

422

3,083

301

3,156

◉
普
通
交
付
税
未
算
入
、
保
育

　

料
算
定
誤
り
に
つ
い
て

　

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

基
礎
数
値
の
報
告
漏
れ
に
よ
り

受
け
取
り
が
遅
延
し
た
こ
と
、

ま
た
、
当
該
事
実
の
報
告
が
当

時
の
総
務
課
長
か
ら
幹
部
に
報

告
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
保
育

料
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
分
も

含
め
こ
れ
ま
で
の
算
定
が
誤
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
■
普
通
交
付
税
未
算
入

　

平
成
27
・
28
年
度
に
お
け
る

基
礎
数
値
の
一
部
報
告
漏
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
3
，3
5

0
万
円
、
合
わ
せ
て
2
億
6
，7

0
0
万
円
の
普
通
交
付
税
が
未

算
入
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
未
算
入
分
に
つ
い
て
は
、
9

月
29
日
の
特
別
検
査
を
受
け
、

「
錯
誤
」と
認
め
ら
れ
、
平
成
30

年
度
に
全
額
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
保
育
料
算
定
誤
り

　

平
成
29
年
度
上
半
期
分
の
保

育
料
で
63
万
8
0
0
円
の
算
定

誤
り
が
発
覚
し
、
議
会
へ
報
告

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に

追
徴
・
還
付
の
手
続
き
を
取
り
、

完
了
し
ま
し
た
。

　

保
育
料
の
還
付
は
、
過
去
5

年
間
に
さ
か
の
ぼ
る
た
め
、
ま

ず
新
制
度
施
行
後
の
平
成
27
・

28
年
度
分
を
調
査
し
た
結
果
、

追
徴
・
還
付
合
わ
せ
て
3
5
9

万
1
，5
0
0
円
の
算
定
誤
り
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
補
正
予
算
対
応
に
よ

り
追
徴
・
還
付
の
手
続
き
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
・
25
・

26
年
度
分
に
つ
い
て
も
す
み
や

か
に
調
査
す
る
予
定
で
す
。

■
特
別
職
給
料
の
減
額
と
再
発

　

防
止

　

10
月
１
日
か
ら
総
務
課
内
に

企
画
財
政
室
を
設
置
し
、
専
門

化
、
複
雑
化
し
て
い
る
財
政
担

当
業
務
の
職
員
を
4
人
体
制
か

ら
5
人
体
制
に
増
員
す
る
と
と

も
に
、
業
務
の
管
理
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
未
来
課
で
も

担
当
職
員
の
研
修
に
努
め
、
力

量
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

複
数
職
員
に
よ
る
二
重
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
な
ど
の
対
策
を
取
り
、

業
務
の
管
理
体
制
の
一
層
の
強

化
に
努
め
ま
す
。

•
町
長　

　

給
料
の
10
分
の
2
を
１
カ
月

　

減
額

•
副
町
長

　

給
料
の
10
分
の
１
を
１
カ
月

　

減
額

　

平
成
28
年
度「
健
全
化
判
断
比

　

率
」お
よ
び「
資
金
不
足
比
率
」

　

の
公
表

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律（
財
政
健

全
化
法
）」に
よ
り
、
町
の
財
政

状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
、「
健

全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不
足
比

率
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。　

　

本
町
の
平
成
28
年
度
の「
健
全

化
判
断
比
率
」は
、
早
期
健
全
化

基
準
を
す
べ
て
下
回
っ
て
い
ま

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、

16
・
5
と
前
年
度
か
ら
1
･
2

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

　

将
来
負
担
比
率
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
0
･
8
ポ
イ
ン
ト

減
の
29
・
9
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
資
金
不
足
比
率
」で

は
、
資
金
不
足
が
生
じ
た
公
営

企
業
な
ど（
水
道
、
簡
易
水
道
、

下
水
道
）は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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クローズアップ町政
　

町
で
は
納
期
内
納
税
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
町
税
な
ど
の
滞
納
額
は
未
だ

解
消
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政

を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

納
期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納

付
し
て
い
る
大
多
数
の
納
税
者

と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
県
の「
個
人
住
民

税
等
整
理
回
収
チ
ー
ム
」の
派
遣

を
受
け
入
れ
、
徴
税
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
統
一
で
12
月
を「
税
収
確

保
重
点
月
間
」と
し
、
加
東
県
税

事
務
所
や
北
播
磨
の
他
市
と
の

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
滞
納

整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
、

滞
納
町
税
な
ど
の
一
掃
を
目
指

し
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止

や
経
営
不
振
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
税
金
を
一
時
的
に

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
聞

き
取
っ
た
上
で
、
徴
収
の
猶
予

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出
や
納

付
計
画
を
守
ら
ず
に
不
履
行
に

な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

必
ず
税
務
課
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
具
体
的
な
取
り
組
み

（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
滞
納
者
に
対
す
る
文
書
・
電

　

話
・
訪
問
な
ど
に
よ
る
集
中

　

催
告
・
徴
収
の
実
施

・
納
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

　

悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
滞

　

納
処
分
の
実
施

・
県
市
町
と
合
同
公
売
実
施
に

よ
る
差
押
財
産
の
効
果
的
な

換
価
手
続
の
実
施

用語
解説

　
滞
納
す
る
前
に

　
　
　
　

納
付
相
談
を

　
　
　
　

 

は　い

は　い いいえ

計画不履行

納付している

財産の差押えなど
・預貯金差押え
 普通預金などは即座に引き出  
　して取り立てます。
・給与差押え
　勤務先に給与照会を行い、完
　納するまで毎月の給与や賞与
　を差し押さえます。
・不動産・動産差押え
　土地や建物、自動車などを
　 差し押さえます。

　　　 財産調査
（預貯金、給与、不動産
・動産など）

いいえ

　 具体的な納付計画ができる
  　 （やむを得ない理由による）

　 督促状などの発送
  （文書で早期完納を通知）

滞納された税金が完納されるまで

滞納町税などの完納

滞納町税への充当

納付ができる

滞納が発生

いいえ

いいえは　い

　　　・督促
　　　　納期限までに納付のない人に、督促状を送付し
　　　ます。原則として、督促状を発した日から起算し  
　　て10日を経過した日までに完納しない場合、差し押
さえられることになります。

・延滞金
　地方税法で、納期限を経過すると「延滞金」を納付しな
ければならないと定められています。
　延滞金は、納期限の翌日から納付日の日数に応じ、そ
の税額に規定の割合（年14.6％を上限）を乗じて計算され
ます。また延滞金が1,000円未満のとき全額が切り捨てら
れ、1,000円以上のときは100円未満が切り捨てられます。

【延滞金計算例】（右図参考）　
◎平成29年度第 1期町県民税35,000円（納期限：6月30日）
を同年11月30日に納めた場合　※督促状送付済み
35,000円×2.7％×31日（※ 1カ月）÷365日
+35,000円×9.0％×122日（1カ月を超える日数）÷365日
=1,100円（100円未満切り捨て）
※１カ月…納期限の翌月の日数。この場合は 7 月なので、
31日で計算します。

12
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」で
す

■
問
合
先　

税
務
課
☎（
32
）2
3
8
7

納
税
の
公
正
・
公
平
性
の
確
保
と
収
納
率
の
向
上

■町税　収入未済額徴収率　推移グラフ

▲捜索の様子

▲タイヤロック

・差押え
　滞納処分による差押えは、地方税法・国税徴収法に定
められており、滞納者の意思に関係なく執行されます。
　滞納者の財産（給与、預貯金、生命保険、不動産、自動
車、電化製品、貴金属など）が差押えの対象です。

・滞納処分
　財産を差し押さえると、所有者は売却や譲渡ができな
くなり、町が財産の売却や権利を行使し、滞納となって
いる税金に充てることとなっています。
　つまり、税金などは裁判所などの司法の執行機関を通
じてではなく、行政が自ら強制的に徴収することができ
る自力執行権が認められています。

   35,000円（本税）+1,100（延滞金）＝36,100円
　　　　　　　　　の納付をいただくことになります。
　 ※延滞金の割合は、平成29年分を適用

7 / 1 7 /31 11/30

31日（ 7月）
365日2.7%× 122日（ 8～11月）

365日
9.0%×

滞
納
は

　

許
し
ま
せ
ん
！

（％）

96.00

95.00

94.00

93.00

92.00

91.00

90.00

(千円)

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

85,976

14,079

71,897

115,401

13,922

21,956

101,480

128,134
140,570

136,032 130,482

117,883

139,839

161,142
170,054

184,315

171,958

30,66034,021
43,745

43,824

91.1

95.8

94.5

93.5

92.4

91.791.6

H22          H23          H24         H25          H26         H27         H28    (年度)       

滞繰 現年・滞繰徴収率現年

H28(速報値)

 99.3  4

 33.1  2

 95.8  9

H27

 99.3  4

 26.4  6

 94.5  17

H26

98.9  11

25.9  7

93.5  23

H25

98.5  24

21.1  11

92.4  25

H24

98.3  25

19.2  18

91.7  27

H23

97.8  34

12.7  38

91.1  30

H22

97.8  32

11.2  39

91.6  25

現 年 度 分

滞納繰越分

現年・滞繰計

■町税徴収率の推移 単位：％

数字は、県下41市町中の順位

受入金額
差押え
公　売
計

内　容
　預貯金
　国税還付金
　生命保険
　給　料
　その他債権
　動　産
　自動車
　不動産
　　計
捜　索
公　売

金額（万円）
893
81
974

件数（件）
72
22
1
9
6
8
6
4
128
19
23

■平成28年度滞納処分の状況
▲差押え自動車搬出の様子

差
押
え
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
一
斉
指
定
の
お
知
ら
せ

　

広
報
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
が
徹

底
さ
れ
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
制
度
の
ご
理
解
と
早
め
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

　

特
別
徴
収
っ
て
何
？

　

給
与
支
払
者
で
あ
る
事
業
主

が
、
勤
め
て
い
る
従
業
員
の
個

人
住
民
税
を
月
々
の
給
与
か
ら

天
引
き
し
て
市
町
村
に
納
め
る

制
度
で
す
。

　

一
斉
指
定
と
は
？

　

特
別
徴
収
は
法
律
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
本
来
事
業
主
に
対

し
、
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
長
年
徹
底

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
市

町
村
は
事
業
主
が
希
望
を
出
せ

ば
、
普
通
徴
収（
従
業
員
が
納
付

書
な
ど
に
よ
り
個
人
で
支
払
う

方
法
）で
の
納
付
を
認
め
て
い
ま

し
た
。

　

一
斉
指
定
と
は
、
そ
う
し
た

事
業
所
や
従
業
員
の
希
望
に
か

か
わ
ら
ず
、
対
象
と
な
る
す
べ

　
て
の
事
業
所
に
特
別
徴
収
を
実

施
し
て
も
ら
う
よ
う
、
市
町
村

で
特
別
徴
収
す
る
事
業
所
を
指

定
す
る
こ
と
で
す
。

　

特
別
徴
収
を
始
め
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？

　　

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

す
る
給
与
支
払
報
告
書（
総
括

表
）に
、
特
別
徴
収
す
る
従
業
員

の
人
数
を
記
載
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
税
額
計
算
な
ど
は
す

べ
て
市
町
村
が
行
い
、
5
月
中

旬
ご
ろ
に
事
務
に
必
要
な
書
類

一
式
を
事
業
所
に
郵
送
し
ま
す
。

　

従
業
員
が
家
族
だ
け
の
場
合

は
？

　

家
族
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
で

も
毎
月
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
特
別
徴
収
の
対
象

で
す
。

　

普
通
徴
収
の
対
象
に
な
る
人

は
ど
ん
な
人
？

　

次
の
4
つ
の
ど
れ
か
に
該
当

す
る
従
業
員
は
普
通
徴
収
に
な

り
ま
す
。

①
退
職
者
、
ま
た
は
5
月
31
日

　

ま
で
の
退
職
予
定
者

②
不
定
期
雇
用
者（
給
与
が
毎
月

　

支
払
わ
れ
な
い
人
）

③
少
額
支
払
者（
年
間
支
払
額
93

　

万
以
下
の
人
）

④
乙
欄
該
当
者（
別
の
事
業
所
で

　

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
）

　

拒
否
は
で
き
な
い
の
？

　

で
き
ま
せ
ん
。
指
定
さ
れ
た

事
業
業
所
が
期
限
内
に
納
入
に

応
じ
な
い
場
合
、
事
業
所
に
対

し
滞
納
処
分
な
ど
の
罰
則
規
定

も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
特
別
徴

収
で
き
な
い
正
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
市
町
村
へ
届
出
書

を
提
出
し
て
普
通
徴
収
に
切
り

替
え
て
く
だ
さ
い（
正
当
な
理
由

と
は
前
述
の
①
〜
④
で
す
）。

　

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

従
業
員
の
人
に
は
、
次
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る

②
金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が

　

省
け
る

③
１
回
あ
た
り
の
支
払
額
が
少

　

な
く
な
る（
普
通
徴
収
が
年
4

 

回
払
い
に
対
し
、
特
別
徴
収

　

は
年
12
回
払
い
）

　

よ
り
詳
し
い
情
報
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

事
業
主
に
は
負
担
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
法
令
遵
守
と
公
正

公
平
な
税
負
担
に
お
い
て
、
大

変
重
要
な
制
度
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

税
務
課
☎（
32
）2
3
8
6

Ａ

Ａ Ｑ

Ａ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＡＱ Ｑ

ＡＱ Ｑ

◉
町
で
の
所
得
税
お
よ
び
復
興

　

所
得
税
確
定
申
告
書
の
受
付

　

内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
30
年
2
月
16
日（
金
）〜

3
月
15
日（
木
）ま
で
、
所
得
税

お
よ
び
復
興
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
相
談
受
付
を
例
年
ど
お

り
町
職
員
が
町
内
申
告
会
場
で

行
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
制
度
改
正
な
ど

に
よ
り
国
税
の
申
告
が
複
雑
化

し
、
町
職
員
で
は
判
断
が
難
し

い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
か
ら
、
次
の
内
容

を
含
む
申
告
は
、
町
で
は
受
付

不
可
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
初
年
度
の
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

　

の
申
告

②
雑
損
控
除
を
伴
う
申
告

③
土
地
建
物
や
株
式
な
ど
の
譲

　

渡
所
得
を
伴
う
分
離
課
税
の

　

申
告（
繰
越
損
失
含
む
）

④
青
色
申
告

　

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
申
告
相

談
は
、
お
手
数
で
す
が
西
脇
税

務
署
に
て
お
願
い
し
ま
す（
完
成

し
て
い
る
申
告
書
の
お
預
か
り

は
町
で
も
可
能
で
す
）。

■
対　

象

　

町
内
在
住
で
、
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
世
帯

①
第
2
子
以
降
が
保
育
所
、
幼

　

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小

　

規
模
保
育
事
業
施
設
を
利
用

　

し
て
い
る

②
次
の
所
得
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る

【
所
得
要
件
】

•
教
育（
１
号
）認
定
子
ど
も

　

町
民
税
所
得
割
額

 

1
6
9
，0
0
0
円
未
満

•
保
育（
2
号
、
3
号
）認
定
子

　

ど
も

　

町
民
税
所
得
割
額

 

1
5
5
，5
0
0
円
未
満

※
複
数
の
子
ど
も
が
い
る
こ
と

　

に
よ
る
国
な
ど
の
優
遇
措
置

　

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
対

　

象
外（
例
：
保
育
所
に
同
時
入

　

所
す
る
こ
と
に
よ
る
2
人
目

　

保
育
料
半
額
な
ど
）。

　
※
町
民
税
所
得
割
額
は
、
4
〜

　

8
月
は
平
成
28
年
度
、
9
〜

　

3
月
は
平
成
29
年
度
の
額
に

　

な
り
ま
す
。

※
町
民
税
所
得
割
額
は
、「
利
用

　

者
負
担
額
の
階
層
を
決
定
す

　

る
町
民
税
所
得
割
額
」を
用
い

　

ま
す
。

■
助
成
金
額

　

月
額
5
，0
0
0
円
を
超
え
る

保
育
料
に
対
し
て
、
次
の
金
額

を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

【
第
2
子
】

①
3
歳
未
満
児

　

月
額
5
，0
0
0
円

②
3
歳
以
上
児

　

月
額
3
，5
0
0
円

【
第
3
子
以
降
】

①
3
歳
未
満
児

　

月
額
6
，0
0
0
円

②
3
歳
以
上
児

　

月
額
4
，5
0
0
円

■
問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課
☎（
32
）2
3
8
5

ひ
ょ
う
ご
保
育
料
軽
減
制
度

子
育
て
家
庭
を
応
援
し
ま
す

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
第
2
子
以
降
の

保
育
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
助
成
金
額
が
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

※
条
例
で
規
定
す
る
保
育
料
の

　

み
が
対
象
と
な
り
、
給
食
費
、

　

教
材
費
等
は
対
象
外
と
な
り

　

ま
す
。

※
年
齢
は
4
月
１
日
現
在
。

※
1
0
0
円
未
満
の
端
数
は
切

　

り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

■
提
出
先

•
こ
ど
も
未
来
課

•
加
美
プ
ラ
ザ

•
八
千
代
プ
ラ
ザ

■
提
出
期
限　

12
月
28
日（
木
）

■
注
意
事
項

　

納
付
し
た
保
育
料
に
対
す
る

助
成
と
な
る
た
め
、
年
度
末
時

点
で
の
完
納
の
確
認
を
し
た
後
、

口
座
に
助
成
金
額
を
振
り
込
み

ま
す
。

　農業委員の定数等変更および農地利用最適化推進委員新設
　法律の改正に伴い、農業委員の選出方法が選挙制から議会の同意を要件とする町長の任命制に変更さ
れました。また、農業委員会に農地利用最適化推進委員を新設することで、次回の改選（平成30年 5 月
11日）から農業委員の定数が17人に減員されます。
　新設する農地利用最適化推進委員は、定数が12人と定められました。農業委員と連携をとり、各地域
で担い手への農地の利用集積、遊休農地の解消など、農地利用の最適化を推進します。
　各委員の推薦および公募については、広報１月号に掲載します。
■問合先　産業振興課　☎（32）2388

「ふるさと多可町応援寄附金｣にご協力を！

　「ふるさと多可町応援寄附金」は、自分が生まれ育ったふるさとに貢献したい、自分との関わりが深い地域を応
援したいという気持ちを形にする税制上の仕組みのことです。あなたの思いが多可町の明日を輝かせます。
　ご理解ご協力お願いします。
•簡単申し込み！
　インターネットから寄附金の納付手続きができ、申し込みから決済までワンストップで完了します。
•選べる記念品！
　233種類の記念品の中から寄附金額によって選択できます。

問合先　地域振興課　商工連携室　☎（32）4779
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多
可
町
加
美
区
鳥
羽

 
 
 
 
 
 

7
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‐
4
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杉
原
紙
研
究
所

杉
原
紙
年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル
係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

性
別
・
電
話
番
号

（
子
ど
も
の
部
は
学
校
名
・
学
年
）

▲はがき記入例

◉歯科診療
診療時間：午前 9時～正午

〈受診についてのお願い〉
※受診前には、必ず各医療機関へ電話連絡をしてください。
※健康保険証・各種医療受給者証をお持ちください。
※緊急性のない人は、通常診療が始まってから受診してくだ
さい。

福永歯科クリニック
西脇市西脇
☎（23）6480

広田歯科医院
西脇市和布町
☎（23）6132

村上歯科診療所
西脇市黒田庄町
☎（28）2227

梶本歯科医院
西脇市西脇
☎（23）5155

八千代診療所
☎（37）2010

※西脇市多可郡医師会のホームページで開業医の年末年始診療
日が掲載される予定です。

杉原谷診療所
☎（36）0212

松井庄診療所
☎（35）0029

◉町内診療所および西脇多可休日急患センター

西脇多可
休日急患センター
☎（23）5380

12月29日（金）～ 1月 3日（水）　休診

12月29日（金）～ 1月 3日（水）　休診

12月30日（土）～ 1月 3日（水）　休診

12月31日（日） 1月 1日（月） 1月 2日（火） 1月 3日（水）

年末年始の業務日・休日診療

◉やすらぎ苑
休　場　1月 1日（月）～ 3日（水）
※ 3 日（水）は午前中のみ受付業務を行い、 4 日（木）
　から平常通りとなります。　
問合先　やすらぎ苑　☎（22）3644

平
成
30
年

多
可
町
成
人
式

◉くみとり
12月 8 日（金）までに住民課へ申し込んでください。
※大型槽（ 3石以上）は、12月 1 日（金）まで。
※年始は、 1月 5日（金）から業務を行います。
問合先　住民課　☎（32）2383

◉ごみ収集　　

【特別収集（燃えるごみ）】
期　限　12月29日（金）
※午前 8 時までにごみステーシ
ョンに出してください。
※ 1 月 4 日（木）以降、平常通り
の収集となります。
※ごみカレンダーをよく確認の
上、持ち出してください。

【みどり園への一般持ち込み】
期　限　12月28日（木）
受付時間　午前 9時～正午
　　　　　午後 1～ 4時
休　業　
  12月29日（金）～ 1月 3日（水）
※年末は大変混み合います。で
きるだけ早い時期に持ち込ん
でください。

【大型ごみ戸別収集の予約受付】
※年末の受け付けは予約件数上
限に達した段階で終了します。
※毎週水曜日に収集します。
※年始は、 1 月 4 日（木）から予
約を受け付けます。

問合先　みどり園　☎（23）2808

と　

き　

　

平
成
30
年
１
月
7
日（
日
）

　
【
式
典
】
午
後
1
時
〜

と
こ
ろ　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

対
象
者

　

平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平

成
10
年
4
月
１
日
生
ま
れ
で
、

町
内
中
学
校
卒
業
名
簿
記
載

者
も
し
く
は
町
内
に
住
民
票

を
有
す
る
人

※
対
象
者
に
は
、
12
月
ご
ろ

　

に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

第
23
回
杉
原
紙
年
賀
状
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

あ
な
た
の
手
作
り
年
賀
状
を
ご
応
募
く
だ
さ
い

　

日
本
一
の
手
漉
き
和
紙「
杉
原
紙
」の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
今
年
も
杉
原
紙
で
作
っ
た
年
賀
状
を
募
集
し
ま
す
。

　

来
年
の
干
支
は「
戌
」年
で
す
。

■
部　

門

【
子
ど
も
の
部
】
中
学
生
以
下

【
一
般
の
部
】　

高
校
生
以
上

※
未
発
表
の
作
品
で
1
人
1
点

　

ま
で
と
し
ま
す
。

※
過
去
の
受
賞
作
品
と
類
似
し

　

た
作
品
は
、
対
象
外
で
す
。

※
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ

　

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

杉
原
紙
の
は
が
き
を
使
用
し
、

表
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号（
子
ど
も
の
部
出

品
者
は
学
校
名
・
学
年
）を
明
記

し
、
裏
に
ち
ぎ
り
絵
や
切
り
絵

な
ど
を
描
い
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
先

　

杉
原
紙
研
究
所

　

杉
原
紙
年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル
係

　

〒
6
7
9

-

1
3
2
2

　

多
可
町
加
美
区
鳥
羽　
　
　

　

7
6
8

-

4
6

■
は
が
き
の
販
売
場
所

•
道
の
駅
杉
原
紙
の
里
・
多
可

•
杉
原
紙
研
究
所

•
紙
匠
庵
で
ん
で
ん

•
道
の
駅
山
田
錦
発
祥
の
ま
ち

　

多
可

•
多
可
町
役
場

•
加
美
プ
ラ
ザ

•
八
千
代
プ
ラ
ザ

※
遠
隔
地
の
人
へ
は
、
必
要
枚

　

数
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
杉

　

原
紙
研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く 

　

だ
さ
い（
振
込
手
数
料
・
送
料

　

は
応
募
者
負
担
）。

◉
応
募
期
間

　

12
月
20
日（
水
）〜
平
成
30
年
1
月
15
日（
月
）〔
必
着
〕

■
審
査
発
表

　

平
成
30
年
1
月
下
旬
以
降
に

新
聞
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
直
接
連
絡
を
し

　

ま
す
。

■
展　

示

と　

き（
予
定
）

　

平
成
30
年
2
月
1
日（
木
）

　
　
　
　
　

〜
3
月
29
日（
木
）

と
こ
ろ　

　

道
の
駅
杉
原
紙
の
里
・
多
可

　

杉
原
紙「
展
示
・
体
験
工
房
」

▲昨年度
　【一般の部】金賞作品

▲昨年度
　【子どもの部】金賞作品

す

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9　

杉
原
紙
研
究
所
☎（
36
）0
0
8
0

「
コ
ウ
ゾ
の
１
戸
１
株
栽
培
運

　

動
」の
収
穫
・
収
集

　

今
年
も
加
美
区
内
で
コ
ウ
ゾ

の
一
斉
収
穫
・
収
集
を
行
い
ま

す
。
か
ま
・
剪
定
バ
サ
ミ
な
ど

で
切
り
口
を
斜
め
に
し
て
切
り
、

各
公
会
堂
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
と　

き

　

12
月
23
日（
土
・
祝
）

　

午
前
9
時
ま
で

■
と
こ
ろ

　

加
美
区
内
各
公
会
堂

※
寺
内
は
、
研
修
集
会
所
で
す
。

問
合
先　

杉
原
紙
研
究
所

　

☎（
36
）0
0
8
0
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健
康
保
養
地
担
当
の
橋
口
で

す
。
最
近
髪
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
に
し
た
の
で
す
が
、
職
場
の

清
掃
員
さ
ん
に「
髪
切
っ
た
ん
だ

ね
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
人

と
は
朝
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度

で
す
が
、
少
し
の
変
化
に
気
付

い
て
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
も
そ

ん
な
変
化
に
気
付
け
る
人
に
な

り
た
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

9
月
と
10
月
に
開
催
し
た「
多

可
町
ウ
エ
ル
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」で
は
、
講
師
さ
ん
を
お

招
き
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
習

や
ウ
エ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

リ
ー
ダ
ー
業
務
の
基
本
、
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
新
た
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
リ

ー
ダ
ー
が
増
え
て
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
の
人
か
ら
の「
お

な
か
の
健
康（
健
腸
長
寿
）」の
話

の
中
で
、「
お
便
所
」と
書
い
て

「
お
た
よ
り
ど
こ
ろ
」と
読
む
と

い
う
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
体
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
、
自
分
の

体
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

 

　

多
可
町
に
来
て
１
年
半
以
上

経
ち
ま
す
が
、
先
日
初
め
て
市

原
コ
ー
ス
か
ら
千
ヶ
峰
登
山
を

し
ま
し
た
。
頂
上
か
ら
の
景
色

は
最
高
で
し
た
。
驚
い
た
の
は

山
頂
か
ら
自
分
の
家（
岩
座
神
）

が
見
え
た
こ
と
で
す
。「
す
ぐ
そ

こ
や
ん
！
」と
思
わ
ず
突
っ
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
明
石
海
峡
大
橋
は
見
え
な
か

っ
た
の
で
、
次
こ
そ
は
見
え
る

と
き
に
登
り
た
い
で
す
。
初
心

者
で
も
楽
に
登
れ
て
絶
景
が
見

ら
れ
る
の
で
、
ま
だ
登
っ
た
こ

と
が
な
い
人
は
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積
極
的
に
社

会
参
加
が
で
き
る
よ
う
促
進
す
る
期
間
で
す
。

■
問
合
先　

福
祉
課
☎（
32
）5
1
2
0

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

12
月
3
〜
9
日
は
障
害
者
週
間
で
す

◉
障
害
者
差
別
解
消
法

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
障
害
者
差
別
解
消
法
）が
、
平

成
28
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

•
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

役
所
や
事
業
者
が
正
当
な
理
由

な
く
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
す
る

こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

あ
た
っ
て
場
所
や
時
間
帯
な
ど

を
制
限
す
る
こ
と
、
障
が
い
の

な
い
人
に
は
つ
け
な
い
条
件
を

つ
け
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

•
合
理
的
配
慮
の
提
供

　

筆
談
や
読
み
上
げ
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
配
慮
で
助
か
る
人

が
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
社

会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り

除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を

必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が

伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る

こ
と
が
、
役
所
や
事
業
者
に
対

し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
多
可
町
手
話
言
語
条
例

 

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
認
め
、

手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
や

手
話
の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し

て
、「
多
可
町
手
話
言
語
条
例
」

が
平
成
28
年
１
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
手
話
通
訳
者
の
設

置
や
初
心
者
向
け
の
手
話
講
座

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◉
障
が
い
者
基
本
計
画
お
よ
び

　

障
が
い
福
祉
計
画

　

今
年
度
は
、
第
3
期
障
が
い

者
基
本
計
画
お
よ
び
第
5
期
障

が
い
福
祉
計
画
の
策
定
の
年
で

す
。
障
が
い
の
あ
る
人
、
事
業

所
、
当
事
者
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
学
校
・
園
の
皆
さ
ん
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
計
画
策
定
の
検
討

部
会
を
中
心
に「
住
み
よ
い
ま

ち
」を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
計
画

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲税務課職員による授業（６年生）

　

24
10

5
11 第12回多可町ふるさと産業展

多可の食・技・元気が大集合！

▲竣工を祝う風船飛ばし

　

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

　西脇多可地区租税教育推進協議会による「租税教
室」が、杉原谷小学校で開催されました。
　もし税金がなかったらどうなるか、何に税金が使
われているかなどについて、6 年生はＤＶＤ、１
･ 2 年生は西脇納税協会「うららの会」による紙芝居
で学びました。授業を受けた児童は、「身近なもの
に税金が使われていることを知って勉強になった」
と、税金の大切さを実感していました。

　俵田集落の亀ヶ谷川で、平成25年度から県の加東
土木事務所により整備が進められていた土石流を防
ぐ砂防えん堤の竣工記念イベントが開催されました。
　イベントには住民や行政関係者ら約80人が参加し、
ちびっこランドらくえんの園児によるパレードやド
ローンによる記念撮影、現場見学などが行われまし
た。参加した住民は、「どんな災害が起こるか分か
らないので心強い」と、安心されていました。

亀ヶ谷川砂防えん堤竣工記念イベント

地域を守る砂防えん堤

2
11 租税教室

身近な税の大切さ

▲千ヶ峰頂上にて

▲養成講座の様子

　中央公園グラウンド周辺で「第12回多可町ふるさ
と産業展」を開催しました。
　今年は、「ひょうご森のまつり2017」と同時開催し、
会場には飲食や雑貨、体験など100以上のブースが
並び、約8,000人の来場者でにぎわいました。
　グラウンド内のメインステージでは、兵庫県警音
楽隊による演奏や式典、スペシャルゲスト髭男爵の
お笑いライブなどが行われ、会場を盛り上げました。
　また、アスパル内のサブステージでは、ベル演奏

グループ「ティンカーベル」による「きっとありがと
う」の演奏やあさかこども園の園児たちのかわいら
しいダンス、西脇高校の生徒による播州織ファッシ
ョンショーなどが行われました。播州織ファッショ
ンショーには、「くみっきー」の愛称で知られるモデ
ル舟山久美子さんも特別出演。生徒手作りのドレス
を披露し、観客から大きな拍手を浴びました。
　会場では、特産品の販売ブースや播州百日どりを
はじめとする名古屋や九州など全国の銘柄鶏が味わ
えるブースに行列ができ、迫力満点のチェンソーア
ートの実演にも多くの人だかりができるなど、来場
者は多可町の味覚や特産品を満喫しました。
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多可町

■担当隊員
　橋口若葉さん
　

活動レポート
地域おこし協力隊
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ぼくぼくと私の作品展作品展

写生会に行ったとき、工場の人がやさしくしてくれ
てうれしかったです。機械の色が同じにならないよ
うに、一つ一つ色を変えるのがむずかしかったです。

吉 田 捷 世 さ ん
（杉原谷小学校 5 年 ）

大きなじをかくようにがんばってかきました。お
てほんもよくみました。こゆくかけてうれしかっ
たです。

後 藤 大 知 さ ん
（中町南小学校 1 年 ）

𠮷 川 友 萌 さ ん
（中町北小学校 1 年 ）

お手本を見ながら、ゆっくり大きくかきました。
じょうずにかけてうれしいです。これからも、字
をていねいにかきたいです。

ゆ め

『鉄工場の大きな機械』

毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

ぼくと私の作品展

は や せだ い ち

わが家の

アイドル
み
ん
な
に

は
な

ま　

る

多
可
町
功
労
表
彰

藤
原
た
か
子
さ
ん（
中
村
）

こ
う
の
と
り
賞

大
西　

幸
代
さ
ん（
東
山
）　

こ
う
の
と
り
賞

森
位
美
代
子
さ
ん

（
八
千
代
区
坂
本
）

旭
日
単
光
賞

長
谷
川
司
郎
さ
ん（
上
三
原
）

　

昭
和
58
年
〜
平
成
3
年
ま
で

の
12
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

八
千
代
町
議
会
議
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
同
町
議

会
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
と
山
積
す

る
行
政
課
題
の
解
決
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

エ
ー
デ
ル
さ
さ
ゆ
り
な
ど
の

総
合
観
光
施
設
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
に
力
を
注
ぎ
、
町
の
観
光
ゾ

ー
ン
の
整
備
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
町
の
生
活
排
水

対
策
と
し
て
下
水
道
整
備
に
尽

力
さ
れ
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
と
豊
か
な
清
流
の
水

質
保
全
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
13
年
10
月
に
少
子
化
の

た
め
廃
園
と
な
っ
た
保
育
園
を

喫
茶
室
や
研
修
室
に
改
築
、
ま

た
、
農
協
合
併
の
た
め
閉
鎖
と

な
っ
た
農
協
支
店
跡
地
に
農
産

物
加
工
販
売
施
設
を
整
備
し
、

「
マ
イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
」を

立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
を
核
と
し
た
経
営

方
針
に
よ
っ
て
、
地
元
食
材
を

活
用
し
た
地
域
の
伝
統
食
と
し

て
開
発
さ
れ
た「
天
船
巻
き
寿

司
」は
、
１
日
平
均
1
，5
0
0

本
を
売
り
上
げ
、
地
域
の
農
業

振
興
や
地
元
の
雇
用
拡
大
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
あ
ら
ゆ

る
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
さ
れ
、
町

の
Ｐ
Ｒ
を
多
岐
に
展
開
す
る
な

ど
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
可
町
い
ず
み
会
会
員
と
し

て
、
地
域
の
食
生
活
改
善
・
食

育
推
進
の
た
め
、
乳
幼
児
を
持

つ
保
護
者
や
小
学
生
、
中
学
生
、

成
人
男
性
な
ど
を
対
象
に
食
育

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
は
多
可
町
い

ず
み
会
の
理
事
と
し
て
、
ま
た

八
千
代
区
の
ま
と
め
役
と
し
て

会
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
は

つ
ら
つ
と
し
た
性
格
で
、
大
変

勉
強
熱
心
で
講
習
会
で
得
た
知

識
や
料
理
の
普
及
活
動
に
努
め

ら
れ
、
町
の
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
可
町
い
ず
み
会
会
員
と
し

て
、
地
域
の
食
生
活
改
善
・
食

育
推
進
の
た
め
、
乳
幼
児
を
持

つ
保
護
者
や
小
学
生
、
中
学
生
、

成
人
男
性
な
ど
を
対
象
に
食
育

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
は
多
可
町
い

ず
み
会
の
理
事
と
し
て
、
ま
た

中
区
の
ま
と
め
役
と
し
て
会
を

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
い
つ
も
冷
静
に
判
断
し
、

会
の
事
業
企
画
や
普
及
活
動
な

ど
に
取
り
組
み
、
町
の
食
を
通

じ
た
健
康
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

は な

小 林 花 成 さ ん
（八千代小学校 5 年 ）

『おじさんがんばる染工場』

おじさんががんばっているところを見えるように描
くのが難しかったです。近いものは大きく、遠いも
のは小さく工夫して描きました。

【
撮
影
は
お
父
さ
ん
】

歩　

来　
さ
ん（
7
歳
）

唯　

生　
さ
ん（
6
歳
）

尚　

希　
さ
ん（
3
歳
）

芙　

希　
さ
ん（
3
歳
）

　　

わ
が
家
に
は
4
人

の
甘
え
ん
ぼ
ア
イ
ド

ル
が
い
ま
す
。

長
男
の
歩
来
は
と

て
も
優
し
い
子
。
弟

妹
の
面
倒
を
よ
く
見

て
く
れ
て
、
私
た
ち

父
母
よ
り
も
大
き
な

心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
も　

次
男
の
唯
生

も
頼
れ
る
お
兄
ち
ゃ
ん
。
よ
く
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る

し
っ
か
り
者
。
一
番
下
は
男
女
の
双
子
。
尚
希
は
ふ
わ
ふ

わ
し
た
楽
し
い
子
で
と
に
か
く
マ
イ
ペ
ー
ス
！
反
面
、
芙

希
は
と
て
も
し
っ
か
り
し
た
女
の
子
。
最
近
は
お
手
伝
い

も
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、
ケ
ン
カ
し
た
り
仲
良
く
遊
ん
だ
り
と
て
も
に
ぎ

や
か
な
わ
が
家
で
す
。

加
美
区
大
袋

藤
田
雅
喜
さ
ん
・
由
紀
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ふ

き

ひ

さ

き

ゆ

い

き

ほ

の

き



消
防
団
活
動
に
関
す
る

表
彰
お
よ
び
感
謝
状

　

多
可
町
い
ず
み
会
会
員
と
し

て
、
地
域
の
食
生
活
改
善
・
食

育
推
進
の
た
め
、
乳
幼
児
を
持

つ
保
護
者
や
小
学
生
、
中
学
生
、

成
人
男
性
な
ど
を
対
象
に
食
育

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
は
多
可
町
い

ず
み
会
の
理
事
と
し
て
、
ま
た

加
美
区
の
ま
と
め
役
と
し
て
会

を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
変

勉
強
熱
心
で
、
会
員
の
勉
強
会

で
講
師
を
担
当
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
へ
の
普
及
活
動
に
努

め
ら
れ
、
町
の
食
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

多
可
町
婦
人
会
理
事
お
よ
び

中
支
部
副
支
部
長
と
し
て
、
会

の
活
動
を
通
じ
て
女
性
の
地
位

向
上
や
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
」を
目
指
し
、
平
成
28

年
に
は
地
元
中
村
町
の
高
齢
者

を
対
象
に「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
事
業
に
も
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し

い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

兵
庫
県
知
事
功
労
章

副
団
長　

遠
藤
泰
尚
さ
ん

兵
庫
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長　

芝　

和
征
さ
ん

（
第
12
分
団
）

兵
庫
県
消
防
協
会
功
績
章

分
団
長　

芝　

和
征
さ
ん

（
第
12
分
団
）

分
団
長　

眞
鍋
良
平
さ
ん

（
第
7
分
団
）

分
団
長　

草
譯
峰
明
さ
ん

（
第
11
分
団
）

兵
庫
県
消
防
協
会
精
績
章

副
分
団
長　

東
谷
口
彰
生
さ
ん

（
鍛
冶
屋
部
）

班　

長　

山
口
英
宏
さ
ん

（
清
水
部
）

班　

長　

杉
本
泰
基
さ
ん

（
上
三
原
部
）

団　

員　

石
塚
竜
司
さ
ん

（
山
野
部
部
）

団　

員　

嶋
田
真
悟
さ
ん

（
柳
山
寺
部
）

兵
庫
県
消
防
協
会
勤
続
章

団　

員　

高
橋　

敏
さ
ん

（
大
袋
部
）

兵
庫
県
消
防
協
会
精
勤
章

副
分
団
長　

北
嶋
純
也
さ
ん

（
奥
豊
部
部
）

副
分
団
長　

上
山
真
尚
さ
ん

（
安
楽
田
部
）

副
分
団
長　

松
本
和
也
さ
ん

（
糀
屋
部
）

副
分
団
長　

吉
田
健
哉
さ
ん

（
奥
中
部
）

副
分
団
長　

大
豊
高
史
さ
ん

（
岸
上
部
）

班　

長　

小
林
楊
一
さ
ん

（
赤
坂
部
）

団　

員　

井
上
宜
治
さ
ん

（
清
水
部
）

団　

員　

窪
田
貴
志
さ
ん

（
三
谷
部
）

団　

員　

森
脇
良
季
さ
ん

（
門
田
部
）

団　

員　

川
上
健
吾
さ
ん

（
下
三
原
部
）

団　

員　

宮
﨑
智
樹
さ
ん

（
中
野
間
部
）

兵
庫
県
知
事
家
族
の
賞

足
立
由
紀
さ
ん

（
鳥
羽
部
・
浩
司
さ
ん
）

橋
詰　

瞳
さ
ん

（
鳥
羽
部
・
丈
広
さ
ん
）

酒
井
い
ず
み
さ
ん

（
杉
原
部
・
政
昭
さ
ん
）

安
藤
幸
子
さ
ん

（
西
脇
部
・
純
一
さ
ん
）

小
林
智
美
さ
ん

（
俵
田
部
・
弘
幸
さ
ん
）

岡
本
香
織
さ
ん

（
柳
山
寺
部
・
洋
一
さ
ん
）

こ
う
の
と
り
賞

南
畝
香
野
子
さ
ん（
中
村
町
）

こ
う
の
と
り
賞

安
田
と
し
み
さ
ん（
市
原
）　

兵
庫
県
技
能
顕
功
賞
表
彰

多
可
町
技
能
功
労
者
表
彰

第
12
回
多
可
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
11
月
5
日
）

農
林
産
物
品
評
会

•
電
気
配
線
工
事
作
業
者

眞
鍋
公
一
さ
ん（
奥
中
）

•
建
築
板
金
工

山
本　

一
さ
ん（
西
安
田
）

•
塗
装
工

時
政
俊
和
さ
ん（
曽
我
井
）

•
電
気
機
械
機
器
組
立
工

藤
原
喜
嗣
さ
ん（
門
村
）

•
金
属
工
作
機
械
工

時
政
和
伸
さ
ん（
曽
我
井
）

•
合
糸
工
、
ね
ん
糸
工
、
加
工

糸
工

藤
田
道
明
さ
ん（
観
音
寺
）

ま
た
今
回
、
優
良
従
業
員
町

長
表
彰
を
13
人
、
優
良
従
業
員

商
工
会
長
表
彰
を
25
人
の
皆
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
知
事
賞

　

今
中
治
三
郎
さ
ん（
箸
荷
）

み
の
り
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

森
野　

清
さ
ん（
西
山
）

加
東
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

　

岸
本
文
昭
さ
ん（
中
野
間
）

加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

所
長
賞

　

門
脇　

末
さ
ん（
中
野
間
）

多
可
町
長
賞

　

髙
橋
定
雄
さ
ん（
大
袋
）

多
可
町
議
会
議
長
賞

　

德
岡
浩
一
さ
ん（
西
脇
）

多
可
町
商
工
会
会
長
賞

柴
田
道
子
さ
ん

（
八
千
代
区
坂
本
）

多
可
町
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

岸
本
将
人
さ
ん（
熊
野
部
）

西
脇
多
可
行
政
事
務
組
合
管
理

者
賞（
農
業
共
済
賞
）

　

岸
本
さ
ち
子
さ
ん（
田
野
口
）

多
可
町
ふ
る
さ
と
産
業
展
実
行

委
員
会
委
員
長
賞

永
井
淳
一
さ
ん（
観
音
寺
）

優　

勝　

美
人
茶
屋

準
優
勝　

ち
ー
む
ゆ
ー
ち
ゃ
ん

第
3
位　

酒
井
精
工

ペ
レ
ー
ナ

 

8
月
１
日
か
ら
、
豊
部
集
落

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
１
日
か
ら
、
加
美
区
の

主
任
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

▲ちーむゆーちゃん ▲美人茶屋

藤
村
芳
美
さ
ん（
奥
荒
田
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

委
嘱

寺
尾
真
木
夫
さ
ん（
豊
部
）

●
多
可
町
体
育
協
会
主
催

大
会
出
場
者
募
集

【
第
12
回
駅
伝
競
走
大
会
】

と　

き　

　

平
成
30
年
1
月
28
日（
日
）

と
こ
ろ　

　

加
美
中
学
校
周
辺
コ
ー
ス

部　

門　

①
16
・
4
㎞
コ
ー
ス（
7
区
間
）

•
一
般
の
部

•
公
民
館
親
善
の
部

②
7
・
4
㎞
コ
ー
ス（
5
区
間
）

•
小
学
生
の
部

•
初
心
者
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

申
込
期
限　

平
成
30
年
1
月
9
日（
火
）

※
詳
細
は
、
生
涯
学
習
課
・
加

美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ

に
あ
る
大
会
要
項
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課

☎（
32
）5
1
2
2
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親
の
意
見
と
年
金
は

あ
と
か
ら
わ
か
る

あ
り
が
た
さ

第 8回年金コンクール結果発表！！

年
金
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
目
的
で
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
制
度
を
支
え
て
い
く
中
学
生
・
高
校
生
お
よ
び
町
内
在
住
の
人
を
対
象
に
年
金
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
優
秀
な
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

10
月
10
日
に
審
査
会
を
開
催
し
、
次
の
と
お
り
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
習
字
部
門
】

笹倉　綾乃さん
加古川東高等学校 1年

■
最
優
秀
賞

■
優
秀
賞

■
優
秀
賞

■
優
秀
賞

■
最
優
秀
賞

【
標
語
部
門
】

【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

■
最
優
秀
賞

宮崎　能乃さん
中町中学校 3年

西田　萌依さん
加美中学校 3年

松下　孝裕さん
加美区

古石　愛実さん
中町中学校 3年

德岡　里咲さん
中町中学校 3年

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力

は
非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎

年
約
1
千
万
人
、
約
10
人
に
1

人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
ま
ず
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ

う
。

①
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

違
い
っ
て
？

【
風
邪
】

鼻
水
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の

局
所
症
状
で
、
年
間
を
通
し
て

ひ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

38
度
以
上
の
発
熱
や
せ
き
、

の
ど
の
痛
み
、
全
身
倦
怠
感
や

関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
で
、

1
〜
2
月
が
流
行
の
ピ
ー
ク
で

す
。

②
感
染
経
路
を
断
つ
こ
と
が
大
事

•
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い

う
が
い
を
す
る

•
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒

液
で
手
を
消
毒
す
る
の
も
効

果
的

•
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

有
効

•
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、

抵
抗
力
を
高
め
て
お
く

③
症
状
が
重
く
な
り
や
す
く
、

注
意
が
必
要
な
人
は
？

•
お
年
寄
り

•
お
子
さ
ん

•
妊
婦
さ
ん

•
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

D
）、
喘
息
、
慢
性
心
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
持
病
の
あ
る
人

④
ど
ん
な
症
状
が
出
た
ら
医
療

機
関
へ
行
け
ば
い
い
の
？

目
安
と
し
て
、
比
較
的
急
速

に
38
度
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、

せ
き
や
の
ど
の
痛
み
、
全
身
倦

怠
感
を
伴
う
場
合
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関（
内

科
・
小
児
科
）を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
受
診
の
際
に
は
周
り
の
人

に
う
つ
さ
な
い
よ
う
、
マ
ス
ク

を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
重
症
化
の
サ
イ
ン
っ
て
？

【
お
子
さ
ん
】

•
け
い
れ
ん
し
た
り
呼
び
掛
け

に
答
え
な
い

•
呼
吸
が
速
い
、
苦
し
そ
う

•
顔
色
が
悪
い（
青
白
い
）

•
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

•
症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て

き
た

【
大
人
】

•
呼
吸
困
難
、
ま
た
は
息
切
れ

が
あ
る

•
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

•
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

•
症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て

き
た

⑥
特
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
、

他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と

•
部
屋
の
換
気
を
心
掛
け
る

•
せ
き
・
く
し
ゃ
み
が
出
て
い

る
間
は
マ
ス
ク
を
つ
け
る

•
熱
が
下
が
っ
て
症
状
が
治
ま

っ
て
も
、
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
2
日
ほ
ど
は
自
宅
療
養
が

望
ま
し
い

インフルエンザ
～みんなで知ってみんなで注意！～

お
元
気
で
す
か

ケ
ン
助
で
す

●
問
合
先　

健
康
課

☎（
32
）5
1
2
1

健

⑦せきエチケットってどういうこと？
•せきやくしゃみをするときは他の人から顔
をそらす

•ティッシュなどで口と鼻を覆う
•せき、くしゃみが出ている間はマスク着用
が望ましい

年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先　

住
民
課

☎（
32
）2
3
8
3
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指の間

手首

つめ

指先

ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

　

　

国
連
は
、
第
2
次
世
界
大
戦

の
反
省
か
ら
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
第
3
回
総
会
に
お
い
て
、

正
義
お
よ
び
平
和
の
基
礎
で
あ

る
基
本
的
人
権
を
確
保
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て

の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

基
準
と
し
て
、
世
界
人
権
宣
言

を
採
択
し
ま
し
た
。
昭
和
25
年

12
月
4
日
の
第
5
回
総
会
に
お

　
い
て
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
を「
人
権
デ

ー
」と
定
め
、
す
べ
て
の
加
盟
国

が
人
権
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
諸
行
事
を
行
う
よ
う
要
請
す

る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
法
務
省
と
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
が
、
昭
和
24

年
か
ら
12
月
10
日
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間（
12
月
4
〜
10
日
ま

で
）を「
人
権
週
間
」と
定
め
て
、

世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
お
よ
び

そ
の
重
要
性
を
広
く
国
民
に
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

全
国
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
集

中
的
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

町
で
は
、「
多
可
町
民
の
集

い
」を
12
月
7
日（
木
）に
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、

「
思
い
や
り
の
心
」や「
か
け
が
え

の
な
い
命
」に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
後
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
寒
さ
も

厳
し
く
、
空
気
も
乾
燥
し
て
い

る
た
め
、
風
邪
が
は
や
る
季
節

で
す
。
風
邪
を
ひ
か
な
い
た
め

に
は
、
体
の
免
疫
力
や
抵
抗
力

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

基
本
は
3
食
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
で
す
が
、
風
邪
を
予
防
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

◉
風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
な

い
体
を
作
る

①
た
ん
ぱ
く
質
を
食
べ
よ
う

た
ん
ぱ
く
質
は
、
体
を
作
り
、

健
康
な
体
を
維
持
し
て
、
風
邪

な
ど
の
感
染
症
に
対
す
る
抵
抗

力
を
つ
け
る
働
き
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
体
を
温
め
寒
さ
に
対

す
る
抵
抗
力
を
強
め
ま
す
。

②
油
を
上
手
に
利
用
し
よ
う

少
し
の
量
で
た
く
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
、
体
を
効

率
よ
く
温
め
る
の
に
役
立
ち
ま

す
。
ご
ま
な
ど
の
種
実
類
に
も

体
に
良
い
油
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
ま
和
え
な
ど
に
し

て
食
べ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

③
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ
よ
う

緑
黄
色
野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
皮
膚
や
の
ど
、

鼻
の
粘
膜
な
ど
を
強
く
し
、
風

邪
を
ひ
き
に
く
く
し
ま
す
。
ま

た
、
抵
抗
力
が
つ
き
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
侵

入
を
防
ぎ
ま

す
。

④
淡
色
野
菜
・
果
物
・
き
の
こ

を
食
べ
よ
う

淡
色
野
菜
や
果
物
に
は
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
、
寒

さ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
強
め
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体

内
で
作
ら
れ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
、

細
胞
間
を
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
、

ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
や
広
が
り
を

防
い
で
く
れ
ま
す
。

◉
睡
眠
は
し
っ
か
り
と
ろ
う

体
を
守
る
力
や
、
病
気
を
治

す
力
は
睡
眠
中
に
作
ら
れ
ま
す
。

十
分
に
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◉
適
度
な
運
動
を
し
よ
う

風
邪
を
吹
き
飛
ば
す
体
力
を

作
り
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
縄

跳
び
な
ど
の
運
動
を
毎
日
行
い

ま
し
ょ
う
。

◉
こ
ま
め
に
手
洗
い
・
う
が
い

を
し
よ
う

石
け
ん
を
使
っ
て
丁
寧
に
手

洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

粘
膜
の
働
き
を
助
け
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
う
が
い
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

風邪に負けない体を作ろう！
～予防するためには？～

多可赤十字病院からのお知らせ

元気に過ごすための
ポイント！

問合先　多可赤十字病院
☎（32）1223

http://www.taka.jrc.or.jp/
　

秋
も
深
ま
り
冬
の
声
が
聞
こ
え
始

め
る
と
、
頭
の
中
は
お
い
し
い
食
べ

物
と
忘
年
会
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
…

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

し
か
し
、
こ
こ
で
誘
惑
だ
け
に
耳

を
傾
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

年
末
に
向
け
、

皆
さ
ん
が
元
気
に

暮
ら
せ
る
ポ
イ
ン

ト
を
お
伝
え
し
ま

す
。会

食
の
機
会
が
増
え
る
時
期
、
健

診
で
血
糖
が
高
い
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
い
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
そ
の

後
は
注
意
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

人
。
あ
な
た
の
肝
臓
・
す
い
臓
は
ち

ょ
っ
と
疲
れ
気
味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

食
事
や
お
酒
の
量
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
野
菜
か
ら
食
べ
る
と
、
血

糖
の
急
激
な
上
昇
は
比
較
的
抑
え
ら

れ
ま
す
。
同
じ
食
べ
る
な
ら
、
自
分

へ
の
心
遣
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
、
適
量
な
ら
心
身

に
と
っ
て
良
い
効
果
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
過
度
の
摂
取
は
厳
禁
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
食
べ
過
ぎ
た
…
と
い
う

人
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
お
勧
め

し
ま
す
。「
外
に
出
る
の
は
寒
い
」と

い
う
人
に
、
当
院
で
は「
は
つ
ら
つ

健
康
生
活
支
援
事
業
」を
行
っ
て
い

ま
す
。
転
倒
予
防
に
筋
肉
を
つ
け
、

運
動
不
足
解
消
に
も
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

気
温
の
低
下
と
と
も
に
流
行
し
や

す
い
病
気
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
流
行
性
胃
腸

炎
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
り
、
1
0
0
％
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
高
い
確
率
で
予
防
が
で
き
、

も
し
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
済
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
流
行
が
始
ま
る

前
、
今
の
時
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
一
つ
。
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
せ
き
が
出
る

と
き
は
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
さ
え

た
り
、
ひ
じ
の
内
側
で
口
を
覆
う
な

ど
、「
し
ぶ
き
」が
飛
ば
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
み
ん
な
の
た
め
に
も
、
今
年
の
冬

は
ぜ
ひ
実
行
を
！

世界人権宣言　谷川俊太郎訳
（金の星社「世界人権宣言」より、全30条のうち一部紹介）

第１条　わたしたちはみな、生まれながらにして自由です。
ひとりひとりがかけがえのない人間であり、その値打ち
も同じです。だからたがいによく考え、助けあわねばな
りません。
第 2 条　わたしたちはみな、意見の違いや、生まれ、男、
女、宗教、人種、ことば、皮膚の色の違いによって差別
されるべきではありません。また、どんな国に生きてい
ようと、その権利にかわりはありません。
第 7 条　法律はすべての人に平等でなければなりません。
法律は差別をみとめてはなりません。
第16条　大人になったら、だれとでも好きな人と結婚し、
家庭がもてます。結婚も家庭生活も離婚も、だれにも口
出しされずに当人同士が決めることです。家族は、社会
と国によって守られます。
第22条　人には、困ったときに国から助けを受ける権利が
あります。また、人にはその国の力に応じて豊かに生き
ていく権利があります。
第30条　この宣言でうたわれている自由と権利を、ほかの
人の自由と権利をこわすために使ってはなりません。ど
んな国にも、集団にも、人にも、そのような権利はない
のです。

洗い残しが多いポイント

淡色野菜・果物・きのこ 緑黄色野菜

脂質が多く含まれる食品

乳製品

バター

みかん れんこん きのこ

白ねぎ 大根 はくさい にんじん にら

ホウレンソウ ブロッコリー

かぼちゃ

ごま

油マヨネーズ

大豆製品

魚 卵 肉

たんぱく質が多く含まれる食品

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

●
問
合
先

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎（
30
）2
1
0
1
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量興寺寺領図
【時　代】鎌倉時代　【員　数】１点
【所　蔵】量興寺（天田）
鎌倉時代中期から後期にかけ

て描かれたと考えられる量興寺
寺領図です。
量興寺文書に見られる七堂伽

藍を備え、三丁四方の寺域を占
めていたと言われる古代多哥寺
の寺域を踏襲して、「量興寺」と
して復興された様子がよく分か
ります。また、中央の「量興寺」
の文字の横には「推古天皇御願
所」とあり、古代寺院の記憶がこの当時は伝承されていた
ようです。周囲の八丁には、地頭や公文などの名前が記
され、寺や領家に返すべしといった記載もあることから、
古代寺院の占めていた寺域の多くが、中世期には上記の
人々に横領されていたことも分かります。

しちどうが

らん

りょうけ

くもん

りょうこうじじりょうず

ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/kosodate/

多可町社会福祉協議会・子育てふれあいセンター共催
歳末たすけあい募金配分金事業

「クリスマス親子コンサート」のご案内

と　き　12月 9 日（土）
午前10時30分～正午（受付：10時15分～）

ところ　エーデルささゆりチャペル
出　演　宝塚演奏家連盟

　（ピアノ・ヴァイオリン・フルート・ソプラノ）
対象者　町内の就学前の乳幼児とその家族
申込期間　12月１日（金）～ 7日（木）

問中児童館
☎/FAX（32）4328
みなみ児童館
☎/FAX（35）1420

問子育て
ふれあいセンター
☎（37）2525

図書館通信

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより
問ベルディーホール
☎（32）1300
FAX（32）4060

問多可町図書館☎（32）5170
加美図書室☎（35）0080
八千代図書室☎（37）0250

申し込み・お問い合わせは、子育てふれあいセンターまで

昨年度「クリスマス親子コンサート」より

昨年の様子

本格的なクラシックやクリスマスソングを、お子さんと一緒
に楽しめるコンサートです。ご家族そろってお越しください。

那珂ふれあい館
12月の体験イベント

（すべて要予約）

ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

わくわく体験教室＆子ども教室
「クリスマス会」

と　き　12月 9 日（土）　午前 9時～11時30分
ところ　八千代プラザ
対象者　小学生（定員：30人）
参加費　100円
持ち物　タオル、水筒
※詳細は、別紙の申込書をご覧ください。

「第 6回こどもまつり」協力団体・グループ募集
平成30年 5 月 3 日（木・祝）
開催予定の「こどもまつり」に、
出店の協力をいただける団体
グループを募集しています。
【募集内容】
①食べ物コーナー　②もの作りコーナー
③遊びのコーナー　④アトラクション
※詳細は、みなみ児童館にお問い合わせください。

【お知らせ】

『乗りかかった船』
瀧羽麻子／著　光文社

『小説　写真甲子園　0.5秒の夏』
樫辺　勒／著　新評論

「全国高等学校写真選手権
大会」、通称「写真甲子園」が
毎年、北海道大雪山の麓の町、
東川町で開催されます。ブロ
ック審査を通過した18校が 3
日間の本戦に臨みます。

１チーム 3 名の選手たちが、厳格で過酷なルールのも
とベストショットを求め、汗だくになりながら北の大地
を駆け回ります。「一撃必撮」8 枚の組写真に情熱を傾け
る高校生と、真正面から受け止める審査員の熱い夏のド
ラマです。

中堅造船会社、北斗造船に入
社した野村雄平は、機械工学を
学び、船の設計を志していまし
たが、最初の配属先は営業部。
次の異動こそはと願うが、なん
と人事部に…。なぜ自分だけ？
と思う毎日でしたが、いろいろな人と関わるうちに、今
いる部署での意味を見出していきます。
造船会社を舞台に、さまざまな人たちの視点で描かれ

た連作短編集です。

◉おはなし会
と　き　12月 9 日（土）・24日（日）・1月 6日（土）

午前10時30分～
ところ　おはなしの部屋

◉山崎真クリスマスミニコンサート
と　き　12月16日（土）　午後 3時～

◉年末年始のお知らせ
休館日　12月29日（金）～ 1月 4日（木）
※15～28日は、一人20冊まで借りることができます。

◉かるた会
と　き　1月 6日（土）　

　【百人一首】　午前10時～
対　象　小学 4～ 6年生（要申込み）

　【いろはかるた】　おはなし会終了後
対　象　小学 3年生以下

日 時　間 内　容 参加費など

BIGな勾玉づくり
～パワーＵＰ!!～

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

お正月準備開始！その 5
ミニ門松づくり（午後の部）

お正月準備開始！その 4
ミニ門松づくり（午前の部）

お正月準備開始！その 3
しめ縄づくり

勾玉ブレスレットづくり
～腕に輝くマジカルストーン☆～

デコまがキーホルダーづくり
～ビーズで飾るオリジナルキーホルダー～

クリスマスリースづくり
～伝統技術とクラフトテープのコラボ！～

クリスマスバスケットづくり
～伝統技術とクラフトテープのコラボ！～

カラフル勾玉づくり
～勾玉をきれいにカラーリング!!～

素焼きのクリスマスキャンド
ルカバーづくり②（仕上げ）

素焼きの干支（戌）づくり②
（仕上げ）

勾玉と鹿角のマジカルパワーキーホルダーづくり
～磨いて作る鹿角アクセサリー♪～

親子で発掘体験
～考古学博士になれる!!～

勾玉キーホルダーづくり
～オリジナルキーホルダーづくり～

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を実感～

9:30～

13:30～

13:30～

9:30～

13:30～

13:30～

9:30～

9:30～

9:30～

13:30～

13:30～

9:30～

13:30～

10:00集合

9:30～

9:30～

2
日
（土）

9
日
（土）

3
日
（日）

10
日
（日）

27
日
（水）

24
日
（日）

16
日
（土）

参加費：350円

参加費：150円

11/ 4 の参加者対象

11/ 5 の参加者対象

参加費：400円

参加費：400円

参加費：300円

参加費：300円

参加費：300円

参加費：無料
多可ふれあいボランティアガイド

参加費：500円
小学５年生以下は保護者同伴

参加費：500円
小学５年生以下は保護者同伴

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：600円
小学 6年生以上

参加費：600円
小学５年生以下は保護者同伴
持ち物：生け花用はさみ

参加費：600円
小学５年生以下は保護者同伴
持ち物：生け花用はさみ

•
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BOOK GUIDE EVENT GUIDE

今月のおすすめ

問那珂ふれあい館
☎（32）0685
FAX（30）2730

発売前

ベルディーシネマ　関ヶ原
1 月14日（日）
開演：午前10時～、午後 1時～、午後 4時～
◆チケット料金【全席自由】 
800円（当日200円増）
◆出　演
岡田准一、有村架純、平岳大、
東出昌大、役所広司ほか
◆発売日　12月 2 日（土）

発売中

ベルディーホールで開催される事業などを支えて
くれる人を随時募集しています。
興味のある人は、ベルディーホールまでご連絡く

ださい。

◉ベルディーホールオペレータークラブ（VOC）
ホールで行われる町主

催の行事の舞台転換や音
響・照明操作などを担当
したり、自主公演での大
道具や機材の搬入・搬出
の手助けをします。

◉さぽーたーず
ホールで公演を開催する際に、チケットのもぎり

や客席案内など、主にお客さんのお出迎えとご案内
を行います。

ロビーコンサート　ジャズ
12月16日（土）
開演：午後 2時～、午後 4時～
◆チケット料金【全席自由】  
500円
◆出　演
田中ヒロシトリオ、新井雅代

募集
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◉
ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
家

庭
・
父
子
家
庭
）等
特
別

相
談

多可消防署発 ●問合先
多可消防署☎（32）0119

◉電気ストーブ火災から身を守るポイント
•外出、寝る前には必ず消す。
•燃えやすいものは近くに置かない。
•ストーブの上に洗濯物を干さない。
•使わないときは電源プラグをコンセントから抜く。
•電源プラグやコードが傷んでいたら使用しない。
•使用前に取扱説明書をよく読む。

■その他の有効な対策
•火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設置する。
•燃え広がりを抑えるために、寝具やエプロン、カーテンな
どは、防炎品にする。

電気ストーブ火災にご注意を！

寒くなり、ストーブなどの暖房器具を使う季節がや
ってきました。最近では、電気ストーブも増えていま
すが、燃料や火を使わないことから安全だと思われて
いる人も多いのではないでしょうか。
平成28年中に発生した電気ストーブによる火災は、

ストーブによる火災の76％にも及んでいます。
原因としては、火を使っていないため、意識せずに

燃えやすいものを近くに置いたり、洗濯物を干してし
まい、ストーブに接触し出火に至ったものが多く挙げ
られます。ストーブから10㎝以内に燃えやすいものが
ある場合、直接ストーブに触れていなくても出火する
ことがありますので、注意が必要です。
皆さんのご家庭では安全に使用できているか、今一

度ご確認をお願いします。

催　

し

消防通信 vol.139
県
で
は
、
専
門
家（
弁
護
士
）

に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

　

平
成
30
年
2
月
1
日（
木
）　

と
こ
ろ　

西
脇
市
福
祉
事
務
所

対
象
者　

•
母
子
家
庭
の
母
子

•
父
子
家
庭
の
父
子

•
寡
婦

•
こ
れ
に
準
ず
る
女
子

相
談
内
容

慰
謝
料
、
養
育
費
請
求
、
遺

産
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る

こ
と

※
事
前
面
談
が
必
要
と
な
る
た

め
、
12
月
28
日（
木
）ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
祉
課

☎（
32
）5
1
2
0

加
東
健
康
福
祉
事
務
所

☎（
42
）9
3
6
0

◉
加
西
公
演

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
魅
力
発
信
事
業

　

約
5
0
0
年
の
歴
史
を
持
ち
、

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能

で
あ
る「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」の

保
存
・
継
承
と
発
展
を
図
る
た

め
、
本
公
演
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

　

平
成
30
年
2
月
4
日（
日
）

【
開
演
】
午
後
1
時

と
こ
ろ　

加
西
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

※
往
復
は
が
き
で
の
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

チ
ラ
シ
ま
た
は
淡
路
文
化
会

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

淡
路
文
化
会
館

☎
0
7
9
9（
85
）1
3
9
1

◉
合
同
無
料
相
談
会

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

兵
庫
県
多
重
債
務
者
対
策
協

議
会
で
は
、
借
金
で
お
悩
み
の

人
を
対
象
に「
合
同
無
料
相
談

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

債
務
整
理
相
談
を
中
心
に
、

家
計
管
理
相
談
、
こ
こ
ろ
の
相

談
に
も
対
応
し
ま
す
。
借
金
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
支
払
い
で
お
困
り
の

人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
北
播
磨
会
場

と　

き　

12
月
9
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お

の
3
0
2
・
3
0
3
号
室

※
開
催
日
前
日
の
午
前
中
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

※
そ
の
他
の
地
域
の
相
談
会
場

や
日
時
に
つ
い
て
は
、「
平
成

29
年
度
兵
庫
県
多
重
債
務
者

相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
先

小
野
市
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
0
7
9
4（
63
）1
0
0
0

◉
出
石
永
楽
館
公
演

中
央
公
民
館
播
州
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ

町
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
・

播
州
歌
舞
伎
を
、
近
畿
最
古
の

芝
居
小
屋
永
楽
館
で
鑑
賞
し
ま

せ
ん
か
？
お
い
し
い
そ
ば
を
食

べ
、
城
下
町
を
散
策
し
て
、
歌

舞
伎
を
観
る
。
日
本
文
化
の
醍

醐
味
を
味
わ
え
る
一
日
に
な
り

ま
す
よ
。

播
州
歌
舞
伎
初
体
験
の
人
も

大
フ
ァ
ン
の
人
も
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

　

平
成
30
年
1
月
14
日（
日
）

【
開
演
】
午
後
1
時

と
こ
ろ　

出
石
永
楽
館

※
当
日
は
、
バ
ス
の
利
用
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
11
月
21
日

の
新
聞
折
り
込
み
、
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

☎（
32
）2
3
8
5

◉
平
成
30
年
ご
来
光
登
山

と　

き　
平
成
30
年
1
月
1
日（
月
･
祝
）

　

午
前
5
時
30
分

集
合
場
所　

ア
ス
パ
ル

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

手
袋
・
雨
具
・
懐
中
電
灯

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課

☎（
32
）5
1
2
2

と　

き
平
成
30
年
1
月
1
日（
月
･
祝
）

　

午
前
4
時
30
分

集
合
場
所　
千
ヶ
峰
三
谷
登
山
口

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

お
も
ち
2
〜
3
個
・

手
袋
・
雨
具
・
懐
中
電
灯
な
ど

問
合
先　

中
央
公
民
館（
中
仮
庁
舎
）

☎（
32
）1
2
5
0

多
可
町
体
育
協
会
主
催

■
浅
香
山（
中
区
）

多
可
町
野
外
活
動
協
議
会
主
催

■
千
ヶ
峰（
加
美
区
）

募　

集

【普通町営住宅】
申込み　12月15日(金)　午後 5時まで
対　象　所得金額（収入月額）が158,000円以下
（裁量階層世帯　 の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•中区中村町団地 2戸（Ｈ14建/RC4/2DK）
入居者負担月額16,600～24,800円［＊32,700円］
•中区安坂団地（ 4）1戸（H10建/RC4/2DK）
入居者負担月額16,200～24,100円［＊31,800円］
•加美区的場二宮団地 1戸（Ｈ5建/木2階/3DK）
入居者負担月額17,400～25,900円［＊34,200円］
•加美区寺内団地 2戸（Ｈ5･6建/木3階/3LDK）
入居者負担月額16,300～24,900円

［＊32,000~32,800円］

•八千代区下三原団地 1戸（Ｈ5建/木2階/3DK）
入居者負担月額17,700～26,400円［＊34,800円］
•八千代区野口団地 1戸（Ｈ19建/木2階/3LDK）
入居者負担月額21,300～31,700円［＊41,800円］

※普通町営住宅の入居可能日は平成30年 1 月下
旬の予定ですが、都合により前後することが
あります。

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（収入月額）が158,001円以上
487,000円以下の世帯
募　集　中村町団地・中村団地・赤坂団地・
下三原団地・中三原団地・野田第 2 団地
※入居要件や必要書類など詳しくはお問い合わ
せください。
※常時受付分は、書類審査後約１カ月で入居で
きます。

町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集
問合先
定住推進課
 ☎（32）4776

［＊］

◉
多
可
町
嘱
託
職
員
等
募
集

【
嘱
託
職
員
】

職　

種

•
手
話
通
訳
者

•
診
療
所（
看
護
師
）

•
診
療
所（
医
療
事
務
員
）

•
幼
稚
園（
教
諭
）

•
保
育
所（
保
育
士
）

•
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

指
導
員

•
校
務
員

【
臨
時
職
員
】

職　

種

•
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

•
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

指
導
補
助
員

•
放
課
後
児
童
補
助
員

•
園
務
員

募
集
人
員　

各
若
干
名

雇
用
期
間

平
成
30
年
4
月
１
日

　
　

〜
平
成
31
年
3
月
31
日

申
込
期
限　

12
月
14
日（
木
）

申
込
方
法

　

履
歴
書（
自
筆
、
写
真
貼
付
、

様
式
自
由
）を
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
日　

12
月
24
日（
日
）

※
応
募
資
格
・
勤
務
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
募
集
要

項
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
八
千
代
北
仮
本

庁
舎
、
中
央
公
民
館（
中
仮
庁

舎
）、
加
美
プ
ラ
ザ
、
八
千
代

プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

総
務
課

☎（
32
）2
3
8
2



西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　 　　　　　　　 相談センター

お
知
ら
せ

と　き
12月 7 日（木）
10：00～正午
12月12日（火）
10：00～正午
12月19日（火）
10：00～正午
1月 4日（木）
10：00～正午

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

アスパル

民生委員
真鍋重信
藤原惠美
東田守弘
今中　均
市位裕三
松田政明
伊藤明雄
東田　務

心配ごと相談

※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

問福祉課
☎（32）5120

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し
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問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療

電話相談でも、相談を
受け付けています。
☎♯8000番
☎078（304）8899
(ダイヤル回線･IP電話)

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
ます。

担当の先生

山本　壽幸 先生

生野　哲雄 先生

林　 武志 先生

和田　良勝 先生

と　き

12月 3 日（日）

12月10日（日）

12月17日（日）

12月24日（日）

母子保健事業と健康づくり事業
ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

すくすく 2か月児教室

4か月児健診

10か月児育児教室

3歳児健診

もぐもぐ離乳食教室

のびのび子育て相談

健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

栄養相談（病態別）

こころの相談

こころのケア相談

HIV抗体（エイズ）・肝炎ウイルス検査・相談

専門栄養相談

月　日

12月 8 日（金）

12月25日（月）

1月11日（木）

12月27日（水）

12月19日（火）

12月13日（水）

12月19日（火）

12月 7 日（木）

12月21日（木）

月　日

12月12日（火）

12月19日（火）

12月13日（水）

12月14日（木）

12月 7 日（木）・21日（木）

12月 1 日（金）

時　間

15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：30～10：00受付

13：00～13：20受付

9：30～10：00受付

13：15～14：00受付

9：45～10：00受付

9：30～11：10受付

時　間

9：30～11：30

9：00～16：00

9：30～15：30

13：00～

13：30～14：20受付

13：30～15：00

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所

アスパル

アスパル

八千代プラザ

加東健康福祉事務所

対　象

持ち物：妊娠届出書・印鑑・個人番号がわ
かる書類（個人番号カード、番号
通知カードなど）

※個人番号カード以外の場合、別途本人
確認書類（運転免許証など）が必要です。

※妊婦健康診査費助成の手続きも行いま
す（町内に住所を有する妊婦）。

Ｈ29 年 10 月 1 ~31 日生まれ

Ｈ29年 8 月 1 ~31日生まれ

Ｈ29年 1 月16日~ 2 月28日生まれ

Ｈ26年 9 月13日~11月19日生まれ

Ｈ29年 6 月 1 日~ 7 月31日生まれ

事前申込

備　考

栄養相談は要予約

要予約

1週間前までに要予約

要予約（地域保健課☎42-9367）

要予約（健康管理課☎42-9436）

要予約（健康管理課☎42-9365）
難病や要介護者などに対する食
生活相談、加工食品の栄養表示
基準制度などに関する相談

問健康課　☎（32）5121

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

生活困窮相談
（暮らしと仕事の相談）

心身障がい者相談・知的障がい者相談

問福祉課　☎（32）5120
問ひょうご暮らしと
仕事のよりそい支援センター
☎079（224）2188

問福祉課　☎（32）5120

と　き　12月 1 日（金）　13：30～16：00
ところ　アスパル
相談員　門脇昌弘・遠藤すみ子・吉崎敏郎

と　き　平成30年 1 月 4 日（木）　13：30～16：00
ところ　アスパル
相談員　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎

生活に困窮している人、ひ
きこもりで悩んでいる人、
相談できる人がいなくて駒
ている人など、どなたでも
ご相談ください。
※要事前予約

と　き　12月12日（火）
13：00～

ところ　アスパル

【障がい者相談支援センター】
☎（32）5180　FAX(32)1937
と　き　 9：00～ 17：00  ところ　アスパル
相談員　医療福祉センターのぎく相談員

と　き
12月 7 日（木）
10：00～正午
12月20日（水）
10：00～正午
12月27日（水）
10：00～正午

ところ

加美プラザ

八千代プラザ

中央公民館
（中仮庁舎）

行政相談委員

大山昌子

大山昌子

大山昌子

問総務課
☎（32）2382行政相談

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）3322

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（25）2531

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可・予約優先
と　き　12月14日（木）

13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　中央公民館（中仮庁舎）

加美プラザ・八千代プラザ

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）

9：00～16：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日

10：00～正午、13：00～16：00
ところ　中央公民館（中仮庁舎）
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い、相談員につ
なぎます。

と　き

12月 8 日（金）
10：00～正午

12月 8 日（金）
10：00～正午
12月 8 日（金）
10：00～正午

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
安平富彦
伊藤久代
松浦久代
大江　保
棚倉初枝
安藤和志
赤松康弘

問福祉課
☎（32）5120人権相談

人権に関わる相談に応じます。

募　

集

◉【
短
期
】ア
ル
バ
イ
ト
募
集

確
定
申
告
期

応
募
資
格　

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

期　

間　
平
成
30
年
2
月
初
旬

〜
3
月
末
ご
ろ

※
期
間
は
相
談
の
上
、
決
定

時　

間
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
の
う

ち
、
5
･
5
時
間
ま
た
は
7
時

間（
休
憩
１
時
間
）

仕
事
内
容

　

来
署
者
に
対
す
る
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
補
助
や
書
類
交
付
な
ど

の
応
対
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ

ー
タ
入
力
、
書
類
整
理
な
ど

給　

与　

時
給
8
5
0
円

休　

日　

土
、
日
曜
日
・
祝
日

※
週
5
日
以
内
の
勤
務

※
交
通
費
支
給（
規
定
に
よ
る
）

※
車
通
勤
の
人
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
ま
ず
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

西
脇
税
務
署
総
務
課

☎（
22
）3
1
7
2

（
担
当
）川
端

◉
各
部
部
員
募
集

多
可
町
体
育
協
会

町
体
育
協
会
主
催
事
業
の
運

営
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

町
体
協
で
は
、
年
間
を
通
し

て
各
部
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
を
運
営
し

て
み
た
い
人
、
ぜ
ひ
部
員
に
な

っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
い
！

【
各　

部
】

•
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

•
野
球
部

•
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

•
陸
上
競
技
部

•
卓
球
部

•
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

•
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

•
剣
道
部

•
ス
キ
ー
部

•
柔
道
部

問
合
先　

生
涯
学
習
課

☎（
32
）5
1
2
2

◉
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
伴

う
交
通
規
制
に
つ
い
て

多
可
郡
陸
上
競
技
協
会
主
催

「
第
16
回
多
可
郡
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
」の
開
催
に
伴
い
、
左
記

の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。
近
隣
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
交
通
規
制

規
制
時
間　

12
年
23
日（
土
・
祝
）

　

午
前
9
時
〜
正
午

規
制
箇
所

　

加
美
区
川
東
線（
松
井
庄
大
橋

〜
箸
荷
）　

※
通
行
止
め

■
大
会
概
要

と　

き　

12
年
23
日（
土
・
祝
）

【
開
会
式
】
午
前
9
時

【
競
技
開
始
】
午
前
10
時

問
合
先　

生
涯
学
習
課

☎（
32
）5
1
2
2



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

入札結果
場 所

大 屋

岸 上

柳山寺

豊 部

予定価格（税込）

16,210,800円

23,753,520円

5,335,200円

2,124,360円

請負金額（税込）

13,932,000円

18,360,000円

4,644,000円

1,825,200円

落札率

85.94％

77.29％

87.04％

85.92％

請負業者

（株）林本興業

長谷川建設（株）

（株）相互設計事務所

大志（株）

工　事　名

10月 3 日実施

大屋地内配水管布設替工事

岸上東井堰改修工事

柳山寺浄水場他機器更新工事設計業務委託

10月17日実施

豊部久保ヶ谷法面保護工事（第 2工区）

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　総務課

☎（32）2382

文芸たか

藤
川　

敏
明

大
江
貴
代
子

藤
原　

将
恕

藤
原　

栄
司

寺
尾　

麦
人

蔵
本　

繁
子

【
俳　

句
】

カ
ラ
フ
ル
な
靴
の
行
進
運
動
会　

束
の
間
の
夕
日
を
ま
と
ふ
秋
桜　

車
列
止
め
お
通
し
申
す
祭
山
車　

交
流
で
老
い
も
ス
キ
ッ
プ
村
祭　

熱
燗
や
一
合
半
で
天
下
取
る

畦
で
編
む
豆
の
枝
な
る
み
こ
し
か
な　

人
去
り
て
宮
の
静
け
さ
秋
風
に　

雨
毎
に
秋
少
し
づ
つ
深
ま
り
て

足
立　

晴
子

宇
高
美
由
喜

遠
藤
し
げ
子

永
井　

雅
子

永
井　

資
子

藤
田　

千
春

藤
村　

明
美

細
田　

時
子

【
川　

柳
】

山
茶
花
や
大
き
く
咲
い
て
人
を
待
つ

泣
き
虫
は
き
っ
と
や
さ
し
い
人
に
な
る

其
れ
は
そ
れ
兎
に
も
角
に
も
十
二
月

選
挙
戦
済
め
ば
素
知
ら
ぬ
顔
を
さ
れ

悩
む
ま
い
明
日
は
違
う
風
が
吹
く

【
短　

歌
】

新
築
の
祝
い
に
会
え
ば
三
人
の

子
を
抱
く
孫
の
た
く
ま
し
く
あ
り

◉
多
可
町
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
・
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト

町
で
は
、
平
成
29
・
30
年
度

の
2
カ
年
で
公
共
交
通
の
新
た

な
計
画
と
し
て
、「
多
可
町
公
共

交
通
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
2
，0

0
0
世
帯
を
対
象
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
12
月
中

旬
に
対
象
世
帯
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
振
興
課

☎（
32
）4
7
7
9

◉
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

◉
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
所
開
設

　

兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で

は
、「
遠
方
で
相
談
に
行
け
な

い
」と
い
う
相
談
者
や
支
援
機
関

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
、

無
料
の
相
談
窓
口（
サ
テ
ラ
イ
ト

相
談
所
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
21
日（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

※
１
社
あ
た
り
１
時
間
程
度

と
こ
ろ　

八
千
代
北
仮
本
庁
舎

第
2
会
議
室

相
談
内
容

起
業
・
創
業
、
補
助
金
活
用
、

販
路
拡
大
、
新
事
業
展
開
、
資

金
繰
り
、
人
材
不
足
な
ど

予
約
・
問
合
先　

兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
0
7
8（
9
7
7
）9
0
8
5

◉
第
69
回
人
権
週
週
間

期　

間
12
月
10
日（
日
）〜
16
日（
土
）

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識

を
深
め
る
た
め
、「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」を
定
め
て

い
ま
す
。
わ
が
国
の
喫
緊
の
国

民
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
国
民
一
人
一
人

の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

☎（
32
）1
3
8
9

期　

間
12
月
4
日（
月
）〜
10
日（
日
）

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
世
界
人
権
宣

言
採
択
の
翌
年
の
昭
和
24
年
以

来
、
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定

め
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

☎（
32
）1
3
8
9

◉
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定

県
で
は
、
頻
発
す
る
土
砂
災

害
を
受
け
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域（
イ
エ
ロ
ー
区
域
）の
中
で
も

特
に
住
民
ら
に
著
し
い
危
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
区
域
と
し
て
、
特
別
警
戒

区
域（
レ
ッ
ド
区
域
）の
指
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
、
平
成
30
年
3
月

末
に
指
定
予
定
の
八
千
代
区
37

箇
所
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り

指
定
案
の
閲
覧
と
説
明
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
は
今
後
も
調
査
を

継
続
し
、
平
成
31
年
度
中
に
町

内
全
域
の
レ
ッ
ド
区
域
の
指
定

に
必
要
と
な
る
基
礎
調
査
を
完

了
し
、
順
次
指
定
手
続
き
を
進

め
る
予
定
で
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
指
定
区
域

•
八
千
代
区

中
野
間
、
下
野
間
、
仕
出
原
、

下
三
原
、
大
和（
柳
山
寺
）

■
指
定
案
の
閲
覧

と　

き
12
月
13
日（
水
）〜
27
日（
水
）

午
前
9
時
〜
正
午

午
後
１
〜
5
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

と
こ
ろ　

•
加
東
土
木
事
務
所
多
可
事
業
所

•
八
千
代
プ
ラ
ザ

■
説
明
窓
口

と　

き　

12
月
16
日（
土
）

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
1
〜
3
時

と
こ
ろ　

八
千
代
プ
ラ
ザ

2
階
大
ホ
ー
ル

　

第
3
・
第
4
会
議
室

問
合
先　

加
東
土
木
事
務
所
多
可
事
業
所

☎（
32
）1
0
0
1

今月の税・保険料の納付
○固定資産税 第 3期
○国民健康保険税 第 6期
○介護保険料 第 7期
○後期高齢者医療保険料　 第 6 期

※納付書にて、12月25日（月）までに納めてください（コンビ
ニエンスストア・クレジットカードもOKです）。口座振
替申込みがお済みの人は、12月25日（月）に申込口座から振
替をします。口座振替を希望する人は、金融機関でお申し
込みください。

たかテレビ番組表
加入については、たかテレビ局までお問い合わせ

ください。
番組表の確認・照会は、文字放送または携帯ＱＲコ

ードでご覧ください。
番組更新は、月・火・木・土曜

日の午後5時です。
問合先
たかテレビ局　☎（35）1001

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催

し
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広　

告

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

み
ん
な
の

善
意

10
月
1
日
〜
31
日

お
く
や
み

10
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

お
め
で
た

10
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

お
知
ら
せ

◉
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

県
お
よ
び
県
青
少
年
本
部
で

は
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を
支

援
す
る
た
め
、「
地
域
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
は
ば
タ
ン
会
員（
お

見
合
い
希
望
会
員
）」を
募
集
し
、

相
談
員
が
仲
人
役
と
な
っ
て
1

対
1
の
お
見
合
い
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

開
館
日　

毎
週
火
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
15
分

と
こ
ろ　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　

グ
パ
ー
ク
Ｂ
ｉ
ｏ
2
階

問
合
先　

北
播
磨
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
38
）8
0
2
2

多可町公式LINE@はじめました！

町内のイベント情報などを配信していきますので、ぜひご登録ください。

QRコードを読み取るか、「友だち追加」からIDで検索してください！

LINE＠ ID ＠ｘｌｋ８４３５ｇ

友だち
になっ

てね！

1 日（金）

2 日（土）

3 日（日）

4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

7 日（木）

8 日（金）

9 日（土）

10日（日）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

16日（土）

17日（日）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

23日（土）

24日（日）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

30日（土）

31日（日）
※「は～とふるSHOP」「モルゲン喫茶」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすな
ろの郷あ、白ゆり会○がアスパル・モルゲンハイト八千代で運営するお店です。

※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

●はーとふるショップあ　PM12:00～アスパル

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●ささゆり絆カフェ　PM1:30～小規模多機能ホーム清爽の里
第82回議会町長「所信表明」

●ささゆり絆カフェ　PM1:30～小規模多機能ホーム清爽の里
ベルディー住民企画自主公演「天台聲明」

●はーとふるショップ○　PM12:00～アスパル
●絆カフェ喜楽　PM1:30～フロイデン八千代アンコールアワー（再放送）

アンコールアワー（再放送）

八千代中学校文化祭

月ごと、まるごとあっ！たかニュース

アンコールアワー（再放送）

加美中学校文化祭

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●人権週間「多可町民の集い」　PM7:00～ベルディーホール
多可高ちゃんねる、BookGuide、食育、
ピラティス

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
●門前住民学習会　PM7:30～門前公民館
あっ！たかニュース

●はーとふるショップみ　PM12:00～アスパル

年末特番「あなたに届けるほっこりプレゼント！？
まちのさんたくロース」

あっ！たかニュース

アンコールアワー（再放送）

ひょうご森の祭典・第12回ふるさと産業展ハイ
ライト

第６回多可町歌謡祭

松

●書道　PM1:30～中児童館
●天田住民学習会　PM7:00～天田公民館
あっ！たかニュース

●カフェ喜楽　PM1:30～フロイデン八千代
●中村町住民学習会　PM7:30～中村町コミュニティセンター

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●はーとふるショップ○　PM12:00～アスパル
中町中学校文化祭

松

松

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
●書道　PM1:30～中児童館
●ずこう　PM1:30～中児童館
あっ！たかニュース

白

●はーとふるショップみ　PM12:00～アスパル

●はーとふるショップあ　PM12:00～アスパル

12月12月12月
※11月15日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

多可学園　12月　一般教養講座
と　き　12月22日（金）　午前10時～
ところ　ベルディーホール　会議室
講　演　「歴史講座『多可の伝説めぐり』」
講　師　埴岡真弓さん

（播磨学研究所運営委員兼研究員）

お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

催　

し

第６回西脇多可シルバー
ドライバーズスクール
第６回西脇多可シルバー
ドライバーズスクール
第６回西脇多可シルバー
ドライバーズスクール

日ごろの運転技術を再確
認してもらおうと、北播ド
ライビングスクールの協力
により、60歳以上を対象と
した「西脇多可シルバードラ
イバーズスクール」を開催し
ました。
町内の67～93歳の高齢者

43人が参加して、交通安全
にかかる座学と実技講習に
挑戦しました。教習コース
を利用した実技では、縦列
駐車や急ブレーキ体験など
難しい課題に悪戦苦闘。「余
裕を持って、安全確認を」と
いう指導員のアドバイスに
耳を傾けながら、熱心に受
講していました。
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自
然
環
境
や
気
候
の
特
性
を

生
か
し
、
個
人
の
体
力
に
合
っ

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く

り
を
図
る
多
可
町
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
町
内
に
も
認
定
コ
ー

ス
で
あ
る「
ク
ア
の
道
」が
、
2

コ
ー
ス
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
コ
ー
ス
ガ
イ
ド

で
あ
る「
ク
ア
の
道
実
践
指
導

者
」と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
、

小
西
さ
ん
、
渡
邊
さ
ん
、
藤
原

さ
ん
、
青
位
さ
ん
の
4
人
で
す
。

元
々
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
者
だ
っ
た
皆
さ
ん
。

運
動
不
足
の
解
消
や
体
質
改
善

な
ど
、
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
自
然
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
む
多
可
町
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
っ

た
と
い
い
ま
す
。

「
普
通
の
町
歩
き
と
違
い
、
森

の
中
を
歩
く
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
ま
す
。
１
人
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
こ
と
も
魅
力
で

す
ね
」と
話
す
小
西
さ
ん
。
藤
原

さ
ん
は
、「
多
可
町
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
、
長
時

間
の
歩
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
、
う
れ
し
い
効
果

を
話
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

と
の
会
話
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

だ
そ
う
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
じ
て
交
流
が
広
が
る
と
口
を

揃
え
ま
す
。

4
人
は
今
年
5
月
か
ら
、
座

学
や
実
地
講
習
な
ど
の
実
践
指

導
者
講
習
を
受
講
。
9
月
に
ガ

イ
ド
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
、
私
た
ち
が
実
感
し

て
い
る
気
持
ち
良
さ
や
楽
し
さ

を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
話
す
青
位
さ
ん
。
多
可
町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
見

せ
ま
す
。
渡
邊
さ
ん
は
、「
皆
さ

ん
が
元
気
で
長
生
き
で
き
る
よ

う
に
、
明
る
く
楽
し
く
ガ
イ
ド

し
て
き
た
い
で
す
」と
、
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

お
い
し
い
空
気
と
豊
か
な
緑

長
く
健
康
で
人
生
を
楽
し
む
た
め
に

多
可
の
自
然
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

•多可町ホームページ　　　　　　•たかTVネット配信　　　　　　　　　　 　•ユーザー名：takabou
（http://www.town.taka.lg.jp/）　（http://www.town.taka.lg.jp/takatv/）　•パスワード：mimiyori

－Vol.143－▲緑の中をウォーキング

▲全身で自然を感じます▲播州織のユニフォームに身を包む皆さん

小
西　

素
子
さ
ん（
中
安
田
）

渡
邊　

裕
治
さ
ん（
下
三
原
）

藤
原　

豊　

さ
ん（
加
東
市
）

青
位
眞
一
郎
さ
ん（
下
三
原
）

☎（35）10 0 1
☎（36）00 8 0
☎（36）11 0 4
☎（35）16 0 0
☎（32）43 2 8
☎（35）14 2 0
☎（36）02 1 2
☎（35）00 2 9
☎（37）20１0

た か テ レ ビ 局
杉 原 紙 研 究 所
紙匠庵でんでん
交 流 会 館
中 児 童 館
み な み 児 童 館
杉 原 谷 診 療 所
松 井 庄 診 療 所
八 千 代 診 療 所

☎（32）23 8 4
☎（32）23 9 5

☎（32）23 8 5

☎（32）12 5 0

☎（32）51 7 0
☎（32）13 0 0
☎（32）06 8 5
☎（32）13 8 9

【 教 育 委 員 会 】
教 育 総 務 課
学 校 教 育 課
（青少年育成センター）
こ ど も 未 来 課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
【その他の施設】
多 可 町 図 書 館
ベ ル デ ィ ー ホ ー ル
那 珂 ふ れ あ い 館
中ふれあいセンター・隣保館

☎（32）23 8 9

☎（32）51 2 2  
☎（32）51 2 1
☎（32）51 2 0
☎（30）25 2 5

☎（30）08 5 5
☎（32）28 1 5

☎（35）00 8 0
☎（37）02 5 0

会 計 課
【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 課
福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課
【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八 千 代 プ ラ ザ

☎（32）23 8 0
☎（32）47 7 5
☎（32）23 8 2
☎（32）23 8 1
☎（32）47 7 9
☎（32）23 8 8

☎（32）47 7 6
☎（32）23 8 6
☎（32）23 8 3
☎（32）47 7 7

代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
プロジェクト推進課
地 域 振 興 課
産 業 振 興 課

定 住 推 進 課
税 務 課
住 民 課
生 活 安 全 課

【旧八千代北小学校（八千代北仮庁舎）】

【中央公民館（中仮庁舎）】

※写真順


